
　　　　　　

シリーズ マイナンバー
三好市防災フェア
医療現場で働く看護師の声
市民意識調査の結果を報告します
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今月の主な内容

わくわくフェスタでジビエ料理に舌鼓（24Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり

三好市の財政状況をおしらせします

平成 26 年度 決算報告



　

9
月
に
開
催
さ
れ
た
三
好
市
議
会

定
例
会
議
に
お
い
て
平
成
26
年
度
の

一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
私
た
ち
が
納
め
た

税
金
や
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
大
切

な
お
金
が
平
成
26
年
度
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
現
在
の

三
好
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

決
算
と
は
、
1
年
間
に
実
際
に
ど

れ
だ
け
の
収
入（
歳
入
）と
支
出（
歳

出
）
が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
今
回
は
、
福
祉
・
教
育
・
ま
ち

づ
く
り
等
に
使
う
た
め
の
お
金
で
あ

る
一
般
会
計
と
、
土
地
取
得
事
業
、

給
食
事
業
の
各
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
普
通
会
計
決
算
を
、
目
的
別
・
性

質
別
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　

普
通
会
計
の
ほ
か
に
は
、
井
内
財

産
区
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園

特
別
会
計
、浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
、
市
立
三
野
病
院
事
業
会
計
な

ど
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
普
通
会
計
の
収
入
総

額
は
約
２
８
1
億
円
で
、
支
出
総
額

は
約
２
７
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

差
引
は
約
11
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
入
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
国

や
県
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
財
源
が

81
・
4
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
特

に
地
方
交
付
税
は
、
歳
入
全
体
の

50
％
近
く
を
占
め
て
お
り
、
合
併
後

15
年
間
の
優
遇
措
置
期
間
が
終
了
す

る
平
成
33
年
度
以
降
の
こ
と
を
見
据

え
、
引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

その他依存財源
6億4983万円
（2.2％）

地方債
41億9190万円
（14.9％）

県支出金
19億3886万円
（6.9％）

国庫支出金
29億766万円
（10.3％）

地方交付税
132億5334万円
（47.1％）

その他自主財源
12億5356万円
（4.5％）

自主財源
52億1048万円
（18.6％）

依存財源
229億4159万円
（81.4％）

繰越金
9億6759万円
（3.4％）

繰入金
4億525万円
（1.5％）地方税

25億8408万円
（9.2％）

歳 入
281億

5207万円

歳 出
270億

5393万円

維持補修費
1億5756万円
（0.6％）

物件費
30億2189万円
（11.2％） 投資的経費

50億2083万円
（18.5％）

災害復旧事業費
2億8695万円
（1.0％）

公債費
53億7211万円
（19.8％）

義務的経費
122億
3651万円
（45.2％）

普通建設事業費
47億3388万円
（17.5％）

扶助費
30億6054万円
（11.3％）

人件費
38億386万円
（14.1％）

積立金
16億6903万円
（6.2％）

補助費
27億5954万円
（10.2％）

繰出金
21億3487万円
（7.9％）

投資及び出資金・貸付金
5370万円
（0.2％）

その他経費
97億9659万円
（36.3％）

※ 端数処理により四捨五入しています。

納付された市民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税な
ど（国保税は含まず）

財源不足などにより、積み立てた基金などから一般会計に
繰り入れるお金

前年度決算の剰余金を翌年度に繰り越して使用するもの

分担金及び負担金. 使用料及び手数料. 財産収入. 寄附金. 
諸収入

地方自治体間の財政の不均衡を調整し、一定の行政サービ
スができるよう国から交付されるお金

国の補助事業に対する国からのお金　これに県や市のお金
を合わせて各種事業が行われる

県の補助事業に対する県からのお金　これに市のお金を合
わせて各種事業が行われる

市が各種事業を行うために借り入れたお金

地方譲与税. 利子割交付金. 配当割交付金. 株式等譲渡所得
割交付金. 地方消費税交付金. ゴルフ場利用税交付金. 自動
車取得税交付金. 地方特例交付金. 交通安全対策特別交付金 

地 方 税

繰 入 金

繰 越 金

その他自主財源

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

その他依存財源

職員の給与や特別職・議員への報酬などの経費

生活困窮者・高齢者・児童・心身障害者等に対して行っている
さまざまな支援に要する経費

市が借りた借金の元金・利子等を支払うための経費

道路・橋りょう・学校・庁舎等の公共用または公用施設の新増
設の建設事業に必要な経費

災害により被災した施設を復旧するための経費

旅費・交際費・委託料等の消費的性質をもつ経費

各種団体への助成金や一部事務組合への負担金等の経費

道路・公共用施設等を修繕するために必要な経費

一般会計・特別会計間で、相互に資金運用するための経費

債権の取得や水道事業会計への出資などの経費

奨学金などを貸与するための経費

財政運営を計画的に行うため、または財源の余裕がある場合
に積み立てる経費

人 件 費

扶 助 費
　 　

公 債 費

普通建設事業費

災害復旧事業費

物 件 費

補 助 費

維 持 補 修 費

繰 出 金

投資及び出資金

貸 付 金

積 立 金

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
役
所
財
政
課

（
電
話
７
２-

７
６
０
６
）

基金現在高
（市の貯金）

市債現在高
（市の借金）
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■ 実質収支額
項　　目 金　　額 説　　明

歳入総額（A） 281億 5207 万円 年間収入総額
歳出総額（B） 270 億 5393 万円 年間支出総額

歳入歳出差引額
（A）-（B） 10 億 9814 万円 歳入総額から歳出総額を引いたもの

で形式収支といいます。
翌年度繰越財源

（C） 1億 5732 万円
予定されていた事業が、特別な事情で
翌年度にずれてしまったときに、その
事業に充てるお金として繰り越す財源。

実質収支額
(A)-(B)-(C) 9 億 4082 万円

歳入歳出差引額から、翌年度へ繰り
越すべき財源を控除したもので、実質
的な剰余金です。

　　　　■ 特別会計
会 計 名 歳出決算額 会 計 名 歳出決算額

井内財産区 44 万円 浄化槽事業 6692 万円
国保（事業） 32 億 1555 万円 農業集落排水事業 3202 万円
国保（直診） 1 億 8468 万円 簡易水道事業 4 億 5853 万円

後期高齢者医療 4 億 6870 万円 水道事業会計 5 億 5255 万円
特養長生園 2 億 5018 万円 病院事業会計 9 億 9590 万円

　　　　　■ 市に納めた市民 1 人あたりの税金
税　　目 金　　額 税　　目 金　　額
市民税 36,464 円 市たばこ税 6,835 円

固定資産税 43,660 円 入湯税 531 円
軽自動車税 2,727 円 合　　計　　　　90,217 円

　
基金現在高と市債現在高の推移（普通会計）

①社会福祉の
　ために

（類団額 157,409 円）

②保健・衛生の
　ために

（類団額 46,758 円）

③産業振興の
　ために

（類団額 45,797 円）

④市道の整備
　などに

（類団額 60,559 円）

⑥教育・文化の
　ために

（類団額 55,409 円）

⑤消防・災害の
ために

（類団額 31,955 円）

⑦借金返済の
　ために

（類団額 68,348 円）

⑧その他生活の
　向上に

（類団額 89,063 円）

ア 339,000 円
イ 239,000 円
ウ 139,000 円

ア 151,000 円
イ 85,000 円
ウ 55,000 円

ア 114,000 円
イ 84,000 円
ウ 54,000 円

ア 77,000 円
イ 57,000 円
ウ 37,000 円

ア 108,000 円
イ 58,000 円
ウ 18,000 円

ア 93,000 円
イ 63,000 円
ウ 33,000 円

ア 232,000 円
イ 188,000 円
ウ 138,000 円

ア 251,000 円
イ 201,000 円
ウ 151,000 円

正解は
次のページの
下にあります

三好市の 1 年間の支出額を
市民 1 人あたりにするとそれぞれいくら？

広報クイズ
次の問題を考えてみましょう
平成27年3月31日現在の三好市の人口（28,643 人）で算出

 ①借金
（類団額 573,225 円）

 ②貯金
（類団額 204,808 円）

類似団体（類団）
の額を参考にして

考えてね

ア 1,315,000 円
イ 1,015,000 円
ウ 715,000 円

ア 826,000 円
イ 626,000 円
ウ 426,000 円

※類団額：産業構造などが三好市に似た規模の類似団体の額

問1

※類団額：産業構造などが三好市に似た規模の類似団体の額

問2 三好市の借金（市債）・貯金（基金）を
市民 1 人あたりにするとそれぞれいくら？

平成26 年度 決算報告

決算報告
平成26年度
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全 会 計

簡易水道事業
農業集落排水事業

浄化槽事業
水道事業

三野病院事業

公営企業会計

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業

養護老人ホーム長生園事業

公営事業会計

一般会計
給食事業

土地取得事業

普通会計

【図2】

財
政
健
全
化
法
と
は
…

　

財
政
健
全
化
法
と
は
、
平
成
19
年

度
よ
り
施
行
さ
れ
、
自
治
体
の
財
政

破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
が

財
政
状
況
を
よ
り
詳
し
く
把
握
し
、

悪
化
し
た
団
体
に
対
し
て
早
期
に
健

全
化
を
促
す
た
め
の
法
律
で
す
。

　

従
来
の
再
建
法
制
が
、
病
気
に
な

る
ま
で
放
っ
て
お
い
て
病
気
に
か

か
っ
て
か
ら
対
処
す
る
も
の
だ
と
す

る
と
、
こ
の
財
政
健
全
化
法
は
、
健

康
診
断
を
行
う
な
ど
「
予
防
」・「
注

意
喚
起
」
の
段
階
が
加
わ
り
、
病
気

に
な
る
前
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　

な
お
、
基
準
を
超
え
た
場
合
に
は

財
政
再
建
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

財
政
の
健
全
度
を
判
断

　
財
政
の
健
全
度
を
判
断
す
る
に
は
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
、
資
金
不
足
比
率
の
数
値
な
ど

で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
図
1
参
照
】

① 

実
質
赤
字
比
率
と
は
…　

　

普
通
会
計
【
図
２
参
照
】
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

深
刻
度
を
示
す
比
率
。

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
算
定

結
果
は
、
実
質
収
支
額
（
当
該
年
度

に
属
す
べ
き
収
入
と
支
出
の
実
質
的

な
差
額
）
が
9
億
４
０
８
２
万
円
の

黒
字
（
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
は
5
・
79
％
の
黒
字
）
と
な
っ
て

お
り
、
実
質
赤
字
比
率
は
昨
年
と
同

様
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
…

　

全
会
計
【
図
２
参
照
】
の
赤
字
や

黒
字
を
合
算
し
、
自
治
体
と
し
て
の

赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運

営
の
深
刻
度
を
示
す
比
率
。

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
算

定
結
果
は
、
24
億
１
９
２
万
円
（
標

準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
は
14
・

80
％
の
黒
字
）
と
な
り
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
昨
年
と
同
様
0
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③ 

実
質
公
債
費
比
率
と
は
…

　

自
治
体
の
財
布
か
ら
借
金
返
済

に
ど
れ
だ
け
充
て
ら
れ
て
い
る
か

を
示
す
比
率
。

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
算

定
結
果
は
、
8
・
7
％
（
3
年
間
平

均
）
で
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・

６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。

④ 

将
来
負
担
比
率
と
は
…

　

一
般
会
計
の
借
金
や
、
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
債
務

な
ど
が
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
度

合
い
を
示
す
比
率
。

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
算
定

結
果
で
は
、
0
％
と
な
り
ま
し
た
。

⑤ 
資
金
不
足
比
率
と
は
…

　

各
公
営
企
業
会
計
【
図
2
参
照
】

の
資
金
不
足
を
公
営
企
業
の
事
業

規
模
と
比
較
し
、
経
営
状
況
の
深
刻

度
を
示
す
比
率
。

【図1】

クイズの答え【問 1】① イ ② ウ ③ イ ④ ア ⑤ イ ⑥ ア ⑦ イ ⑧ ウ【問 2】① ア ② イ

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

各
公
営
企
業
と
も
資
金
不
足
比
率
は

昨
年
と
同
様
0
％
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
５
つ
の
項
目
う
ち
①
～
④

の
指
標
に
よ
り
、
三
好
市
財
政
が
健

全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
が
、
ど
の
項
目
も
早
期
健
全

化
団
体
と
な
る
基
準
に
満
た
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
⑤
の
指
標
に
よ
る
各
公
営

企
業
も
経
営
健
全
化
基
準
に
満
た
な

い
状
況
で
す
が
、
す
べ
て
の
会
計
と

も
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
の
繰
入

金
に
よ
り
経
営
を
維
持
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
「
地
方
交
付

税
の
段
階
的
縮
減
」
を
見
据
え
、
自

主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
財
政
の

健
全
化
が
必
要
で
す
。

① 実質赤字比率

② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率

④ 将来負担比率

⑤ 資金不足比率

早期健全化段階
（⑤の場合、経営健全化段階） 再生段階

12.69％～

17.69％～

25.0％～

350％～

20.0％～

20.0％～

30.0％～

35.0％～

0％

0％

0％

8.7％

0％

健全
財政

財政
悪化

＝ 三好市の数値

レッド
カード

早期健全化基準
（⑤の場合、経営健全化基準）
財政悪化の状態が黄色信
号。破たん防止の措置で
あり、自治体は自主的に
財政再建に取り組む。

イエロー
カード

財政再生基準
財政悪化の状態が
赤信号。国の管理
のもとで財政再建
に取り組む。

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率

平成26 年度 決算報告
お問い合わせ先
三好市役所財政課（電話 72-7606）

 

 NO.　03

「
三
好
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　

前
回
ま
で
の
「
シ
リ
ー
ズ
地
方

創
生
」
で
触
れ
た
と
お
り
、
人
口

問
題
は
日
本
全
体
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
三
好

市
で
は
、
日
本
全
体
の
ス
ピ
ー
ド

よ
り
も
、
早
く
か
ら
過
疎
化
・
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
波
が
到

来
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
５
年
以
降
、
死
亡
者
数

が
出
生
数
を
上
回
る
と
と
も
に
、

毎
年
２
０
０
人
ほ
ど
転
入
者
よ
り

転
出
者
が
多
い
状
況
が
続
き
、
人

口
が
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
大
半

の
集
落
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
に
い

か
に
歯
止
め
を
か
け
る
か
、
ま
た
、

人
口
が
減
る
な
か
で
い
か
に
活
力

あ
る
地
域
を
維
持
し
て
い
く
か
が
、

三
好
市
に
お
い
て
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
す
る
今
後
5
か
年
の
取
り
組

み
の
方
針
が
、
現
在
、
策
定
を
進

め
て
い
る
「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
で
す
。

総
合
戦
略
の
方
向
を
左
右
す
る

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

　　

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
上
で
、

将
来
の
人
口
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

か
。
人
口
の
現
状
や
将
来
展
望
を
表

す
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
が
総

合
戦
略
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

三
好
市
の
人
口
の
現
状
を
分
析

す
る
中
で
、
合
併
以
降
の
各
地
区

に
お
け
る
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、

比
較
的
平
地
が
多
い
地
域
（
三
野

地
区
・
井
川
地
区
・
池
田
地
区
）

に
比
べ
、
山
間
地
域
（
山
城
地
区
・

西
祖
谷
地
区
・
東
祖
谷
地
区
）
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
三
好
市
の
将

来
人
口
の
推
計
を
す
る
上
で
、
三

好
市
全
体
を
同
じ
基
準
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、
比
較
的
平
地
が
多

い
地
域
と
山
間
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
で
２
０
４
０
年
に
お
け
る

三
好
市
の
人
口
目
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
比
較
的
平
地
が
多
い

地
域
で
は
、
民
間
の
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
日
本
創
成
会
議
に
よ
る

「
人
口
の
再
生
産
能
力
を
中
心
的

に
担
う
若
年
女
性
が
50
％
以
上
減

少
す
る
と
、
出
生
率
が
上
昇
し
て

も
人
口
維
持
は
困
難
（
消
滅
可
能

性
都
市
に
な
る
）」
と
い
う
考
え
を

も
と
に
、
若
年
女
性
（
20
歳
～
39

歳
）
数
を
、
２
０
１
０
年
と
比
較

し
て
50
％
超
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
山
間
地
域
で
は
、「
集
落

の
自
治
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
将
来
、
地
域
の
自
治
の
担
い
手

　

三
好
市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
と
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
「
三
好
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
～
三
好
市
が
考
え
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
～
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

シリーズ
地方創生

□ 三好市の人口推計

と
な
る
児
童
（
小
・
中
学
生
）
と

そ
の
親
世
代
が
重
要
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
を
も
と
に
、
児
童
数
を

２
０
１
５
年
と
同
じ
数
だ
け
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
の
人
口
目
標
設
定
は

２
０
４
０
年
に
１
４
０
０
０
人
超

　　
こ
れ
ら
の
目
標
か
ら
、
導
か
れ
る

三
好
市
の
人
口
目
標
を
、
２
０
４
０

年
時
点
で
１
４
０
０
０
人
超
と
算

出
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、「
転
入

者
の
流
入
促
進
と
転
出
者
の
流
出
抑

制
」
を
最
重
要
課
題
と
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
な
ど
か
ら
幅
広
い
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、「
２
０
４
０
年
の
三
好
市

の
人
口
１
４
０
０
０
人
超
」
と
「
人

口
構
造
（
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）
の
適

正
化
（
逆
三
角
形
の
是
正
）」
に
向

け
た
取
り
組
み
を
「
三
好
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
盛
り

込
ん
で
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
・
ご
意
見
先

三
好
市
役
所
地
方
創
生
推
進
課

電
話　
７
２-

７
６
０
７

0

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2010 年

■ 約 14,100 人

■ 約 13,700 人

三好市の目標推計

社人研（注1）による推計

2040年

29,944 人

総合戦略

（注1）社人研：社会保障・人口問題研究所の略称

（人）
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平成 27年11月中旬以降、順次マイナンバーの通知カードが送付されます

マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度） マイナンバー

広報キャラクター
「マイナちゃん」

　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
は
、

10
月
よ
り
送
付
の
準
備
が
で
き
次
第

順
次
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
三
好
市
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
平
成
27
年
11

月
中
旬
か
ら
順
次
届
く
予
定
で
す
。

□
通
知
カ
ー
ド
は
簡
易
書
留
（
ポ
ス

ト
へ
の
投
函
で
は
な
く
、
郵
便
局

員
に
よ
る
手
渡
し
）
の
転
送
不
要

で
世
帯
主
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

□
不
在
通
知
書
投
函
後
は
、
郵
便
局

へ
7
日
間
留
置
さ
れ
ま
す
が
、
期
間

経
過
後
、三
好
市
に
返
送
さ
れ
ま
す
。

※
返
送
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
三

好
市
で
保
管
し
ま
す
の
で
、
市
役
所

本
庁
市
民
課
窓
口
ま
で
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
と
は

住
民
の
一
人
一
人
に

個
人
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す

□
通
知
カ
ー
ド
は
、
紙
製
の
カ
ー
ド

で
、
住
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

カ
ー
ド
に
は
、
住
民
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
「
氏
名
」「
住
所
」「
生
年

月
日
」「
性
別
」と「
マ
イ
ナ
ン
バー（
個

人
番
号
）」
な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

□
通
知
カ
ー
ド
に
は
有
効
期
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

□
通
知
カ
ー
ド
は
あ
な
た
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
通
知
す

る
も
の
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
、個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
る
際
に
は
、
通

知
カ
ー
ド
と
引
き
換
え
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

□
行
政
機
関
の
窓
口
な
ど
で
、
個
人

番
号
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
際
に

利
用
し
ま
す
が
、
身
分
証
明
書
と

し
て
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

□
同
封
の
個
人
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

に
よ
り
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

平
成
28
年
1
月
か
ら
写
真
付
き
の

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）が
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
※
作
成
は
希
望
者
の
み
で
す
。

【
送
付
物
の
内
容
】

□
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書（
世
帯
人
数
分
）

□
ご
案
内
（
1
通
に
つ
き
1
部
）

□
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
用
の

封
筒
（
1
通
に
つ
き
1
部
）　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
市
民
課

電
話　

７
２-

７
６
０
９

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

電
話　
０
５
７
０-

２
０-

０
１
７
８

通知カード（イメージ）（裏面） （表面）

公募抽選により入居決定する住宅 
　【申込期限：10 月 30 日（金）17 時】 

　住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

井川中村南C団地 タクミ田 １ 公営 H7

池田州津Ｂ団地 州津 1 公営 S55

池田白地団地 白地 １ ○ 公営 S55

池田板野団地 イタノ 1 公営 S53

山城永美団地 下川 2 公営 H7

山城下名２号団地 下名 2 公営 S57

山城西宇１号団地 西宇 ２ 公営 H3

山城下川団地 下川 ２ 公営 S52

山城伊予川団地 信正 2 公営 H9

公＝公営住宅　特＝特定公共賃貸住宅　貸＝貸付住宅
市営住宅募集情報は市ホームページにも掲載しています

■ お申し込みに必要な書類
①市営住宅入居申込書
②入居者全員の住民票（同一世帯であれば住民謄本で可） 
※同居者が入籍していない場合は婚約証明書
③入居者全員の所得課税証明書
④入居者全員の税金及び公共料金を滞納していない証明書

（市外在住の方のみ）
■ お申し込みできる方
① 現在、同居か同居しようとする親族がある方 
② 現に住宅に困っていることが明らかな方
③ 税金・水道・保育料等の公共料金を滞納していない方
④ 所得が所定の基準に該当する方
⑤ 申込者または同居親族が暴力団員でない方
■ 公営住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以下であること。
ただし次の場合は所得合計が月額 21 万 4 千円以下であ
れば入居可能です。
① 高齢者世帯（入居申込者が 60 歳以上で同居しようと
する親族全員が 18 歳未満または 60 歳以上）
② 障害者世帯（入居者または同居者が、障害者・戦傷
病者・被爆者・引揚者等）
③ 子育て世帯（同居者に義務教育就学中の子どもがいる世帯）
■ 特定公共賃貸住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以上 48 万 7 千
円以下（前記の所得基準に当てはまらない方でも入居可
能な場合がありますので、お問い合わせください）
■ 貸付住宅の所得基準　
入居世帯の所得基準なし
■ お申し込み・お問い合わせ先

池田地区　　三好市管理課　　（電話 72-7681）　
三野地区　　三野総合支所　　（電話 77-4804）　
井川地区　　井川総合支所　　（電話 78-5001）　
山城地区　　山城総合支所　　（電話 86-1111）　
西祖谷地区　西祖谷総合支所　（電話 87-2273）　
東祖谷地区　東祖谷総合支所　（電話 88-2896）　

随時入居（申し込み）ができる住宅
   【申し込み先着順により入居決定】

住宅名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

池田中西Ａ団地 中西 １ ○ 公営 S49

池田中西Ｂ団地 中西 １ ○ 公営 S48

池田中西Ｃ団地 中西 １ ○ 公営 S50

池田新山団地（Ｉ棟） ｼﾝﾔﾏ １ 公営 S57

山城永美団地 下川 ２ ○ 特公 H7

山城川口団地 引地 1 ○ 特公 H12

山城伊予川団地 信正 1 ○ 特公 H9

西祖谷一宇団地 一宇 4 ○ 公営 S60

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 公営 H8

西祖谷第２西岡団地 西岡 4 ○ 公営 H4

西祖谷榎団地 榎 ４ ○ 特公 S53

西祖谷榎団地 榎 ２ ○ 公営 S53

西祖谷秘境ふるさと団地 一宇 18 ○ 貸付 H13

東祖谷名頃団地 菅生 ２ ○ 公営 S53

東祖谷落合２号団地 落合 ２ ○ 公営 S53

　入居を希望される方は、10月 30日（金）17時までにお申し込みください。

　随時入居申し込みが可能な住宅もあります。詳しくはお問い合わせください（郵送不可）。

市営住宅入居者募集

入居を希望される方は必要書類をご持参の上、お申し込みください（郵送不可）。
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ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ

い
た
寄
附
者
の
ご
厚
志
に
対
し
、

感
謝
の
気
持
ち
と
本
市
の
魅
力
を

お
伝
え
す
る
た
め
に
贈
呈
す
る
特

産
品
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
特
産
品
の
情
報

は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ふ
る

さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
チ

ラ
シ
な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
発
送
時

に
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
同

梱
で
き
ま
す
の
で
、
市
内
事
業
者

の
方
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

10
月
13
日
（
火
）
～
11
月
2
日
（
月
）

【
指
定
管
理
施
設
】

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

【
現
地
説
明
会
】

現
地
説
明
会
希
望
の
方
は
、
10
月
20

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
三
好
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city-m

iyoshi.jp/

）

に
掲
載
の
募
集
要
項
を
ご
覧
に
な
る

か
、
三
好
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

三
好
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
（
様

式
６
）
に
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
便
（
10
月
29
日
消
印
有
効
）
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
電　

話
）
７
２-

３
９
０
０

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
７
２-

３
９
１
６

（
Ｅ
メ
ー
ル
）shougai-sports@

city.tokushim
a-m

iyoshi.lg.jp

三
好
市
指
定
管
理
者
募
集

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
わ
る
記
念
品
の
提
案
を
募
集

募
集
す
る
特
産
品

□
農
産
物
、
加
工
食
品
、
施
設
利

用
券
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
商
品
で
、

市
内
で
生
産
、製
造
、加
工
、サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

応
募
要
件

□
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
こ
と　

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

三
好
市
役
所
地
域
振
興
課

電
話
７
２-

７
６
４
９

東祖谷図書室の移転について

　東祖谷郷土文化保存伝習施設内にあ
りました図書室は、東祖谷総合支所内
に移転いたしました。お気軽にご利用
ください。

【開室時間】
8 時 30 分～ 17 時 15 分（土日祝日除く）

【お問い合わせ先】
三好市教育委員会生涯学習・スポーツ
振興課　電話　72-3900

あなたの心に寄り添う人がここにいます

心
の
健
康
と
は

　

私
た
ち
が
生
活
を
送
る
た
め
に

は
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
一
般
に
か
ら
だ
の
健

康
に
比
べ
る
と
心
の
健
康
は
、
私
た

ち
は
意
識
し
な
い
で
生
活
す
る
こ

と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
の
健
康
を
願
う

あ
な
た
へ

　

心
の
病
気
も
早
期
発
見
・
治
療
・

相
談
が
大
切
で
す
。
不
安
な
こ
と

や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
し
た
い

□
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
み

　

電
話　

７
９-

３
９
２
８

□
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
く
あ
い

　

電
話　

７
２-

２
２
５
１

心
の
専
門
医
に
話
し
た
い

□
秋
田
病
院

　

電
話　

７
２-

０
７
４
３

□
ゆ
う
あ
い
ホ
ス
ピ
タ
ル

　

電
話　

８
２-

１
１
０
０

心
の
相
談
を
し
た
い

□
三
好
市
役
所
健
康
づ
く
り
課

　
（
三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

電
話　

７
２-

６
７
６
７

□
三
好
保
健
所
健
康
増
進
担
当

　

電
話　

７
２-

１
１
２
３

仕
事
を
し
た
い

仕
事
に
関
す
る
相
談
が
し
た
い

□
障
害
者
就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
は
く
あ
い

　

電
話　

７
２-

２
４
４
４

□
三
好
公
共
職
業
安
定
所

　

電
話　

７
２-

１
２
２
１

仕
事
や
学
校
に
行
っ
て
い
な
い

居
場
所
が
ほ
し
い

□
み
よ
し
サ
ポ
ー
ト
協
会
ぴ
あ
ぞ
ら

　
電
話　
０
８
０-

６
３
８
３-

７
９
８
３

（
天
野
）

働
く
準
備
を
し
た
い

□
あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

電
話　

７
２-

８
６
１
１

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

三
好
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

（
三
好
市
役
所
長
寿
・
障
害
福
祉
課
内
）

電
話　

７
２-

７
６
１
０

　10月26日～ 11月1日は、精神保健福祉普及運動期間です　「
婚
活
」
を
テ
ー
マ
に
四
国
ま
ん
な
か
市
長
サ
ミ
ッ
ト
　

　

観
音
寺
市
、
四
国
中
央
市
、
三

好
市
の
３
市
が
四
国
中
央
地
域
の

活
性
化
や
振
興
策
を
探
る
「
四
国

ま
ん
な
か
市
長
サ
ミ
ッ
ト
」（
四
国

ま
ん
な
か
交
流
協
議
会
主
催
）
が

9
月
26
日
、三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
3
市
の
市
民
や
関
係

者
ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

5
回
目
を
迎
え
た
今
回
、
婚
活

を
テ
ー
マ
に
、
え
ひ
め
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
の
能
智
千
恵
子
氏
に
よ

る
「
若
者
交
流
の
拠
点
づ
く
り
と

職
場
・
地
域
で
の
人
材
育
成
」
と

題
し
た
基
調
講
演
や
、
各
市
長
が

婚
活
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
討
論
が
あ
り
、

四
国
中
央
市
の
篠
原
市
長
は
、「
婚

活
と
と
も
に
就
職
活
動
も
一
体
と

し
て
支
援
を
展
開
し
て
く
こ
と
が

重
要
」
と
指
摘
。
ま
た
、
黒
川
市

長
か
ら
は
、「
3
市
が
婚
活
行
事

を
共
催
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
提

案
が
あ
り
、
観
音
寺
市
の
白
川
市

長
か
ら
も
「
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
交

流
の
あ
る
地
域
な
の
で
今
後
も
婚

活
事
業
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
今

後
の
連
携
や
交
流
の
進
め
方
、
行

政
の
役
割
や
市
民
参
加
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
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10
月
18
日
（
日
）
に
フ
レ
ス
ポ

阿
波
池
田
駐
車
場
内
に
お
い
て
、

三
好
市
防
災
フ
ェ
ア
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

防
災
に
関
す
る
各
種
展
示
や
体

験
な
ど
を
通
じ
て
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
防
災
意

識
を
深
め
、「
見
て
・
体
験
し
て
・

遊
ん
で
学
べ
る
」イ
ベ
ン
ト
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
27
年
10
月
18
日
（
日
）

11
時
～
15
時

【
場
所
】

フ
レ
ス
ポ
阿
波
池
田
駐
車
場
内

（
池
田
町
サ
ラ
ダ
１
６
１
２-

２
）

【
主
な
出
展
内
容
】

▽ 

体
験
コ
ー
ナ
ー

・
土
石
流
3
Ｄ
シ
ア
タ
ー

・
降
雨
体
験

・
地
震
体
験
車
な
ど

～見て・体験して・遊んで学べる～

▽ 

展
示
コ
ー
ナ
ー

・
災
害
記
録
写
真
パ
ネ
ル
展

・
家
庭
で
備
え
る
非
常
用
品

・
パ
ト
カ
ー
、
消
防
車
両
、
自
衛

隊
車
両
な
ど

▽ 

啓
発
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
住
宅
耐
震
相
談
な
ど

【
参
加
費
】
無
料

【
主
　
催
】  

三
好
市

【
協
力
機
関
】
三
好
警
察
署
、
み

よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部
、
自
衛

隊
徳
島
地
方
協
力
本
部
、
徳
島
県

西
部
総
合
県
民
局
（
美
馬
庁
舎
）、

国
土
交
通
省
徳
島
河
川
国
道
事
務

所
、
国
土
交
通
省
四
国
山
地
砂
防

事
務
所
、
フ
レ
ッ
セ
、
建
築
士
会
、

（
独
）
水
資
源
機
構
、
徳
島
地
方

気
象
台

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
危
機
管
理
課

☎
７
２-

７
６
２
５

 災害に備えて
防災訓練

三好市
防災フェア

防災月間に各種団体が研修

  

11
月
5
日
「
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」

を
通
じ
た
、
緊
急
地
震
速
報
の
訓

練
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て

強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は

ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
短
い
時
間

に
あ
わ
て
ず
に
身
を
守
る
行
動
を

と
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
を
知

り
、
実
際
に
行
動
を
と
っ
て
経
験

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭
や
地
域

な
ど
で
の
行
動
訓
練
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

緊
急
情
報
と
し
て
伝
達
さ
れ
る

た
め
、
最
大
音
量
に
よ
る
放
送
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
訓
練
日
時
】

平
成
27
年
11
月
5
日
（
木
）

10
時
00
分
ご
ろ

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な
ど

に
よ
り
訓
練
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

　

音
声
告
知
端
末
に
よ
る
緊
急
地

震
速
報
の
訓
練
放
送

【
放
送
内
容
】

　

最
初
に
「
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ

イ
ム
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ャ
イ
ム
音
）」

が
流
れ
ま
す
。

放
送
内
容
…
「
大お

お
じ
し
ん

地
震
で
す
。
大

地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で

す
。」（
3
回
繰
り
返
し
）

【
屋
内
で
の
対
応
】

▽
家
具
の
移
動
や
落
下
物
か
ら
身

を
守
る
た
め
、
頭
を
保
護
し
な

が
ら
大
き
な
家
具
か
ら
離
れ
、

丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
る 

▽
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い 

▽
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合
に

は
火
の
始
末
を
す
る

▽
扉
を
開
け
て
避
難
路
を
確
保
す
る

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
危
機
管
理
課

☎
７
２-

７
６
２
５

緊
急
地
震
速
報
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

　

み
よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部
お

よ
び
三
好
市
消
防
団
は
こ
の
期
間

中
、
消
防
車
に
よ
る
火
災
予
防
広

報
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

□
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

□
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
し
て
使
用
す
る

□
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
時
は
、

必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

□
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

□
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
は
防

炎
品
を
使
用
す
る

□
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

□
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

火
災
現
場
で
の
避
難
方
法

□
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
覆
い
、

煙
を
直
接
吸
わ
な
い
よ
う
に
す
る

□
で
き
る
だ
け
低
い
姿
勢
を
と
り
、

床
ス
レ
ス
レ
に
残
っ
て
い
る
空
気
を

吸
う
よ
う
に
す
る

□
鼻
か
ら
吸
っ
て
口
か
ら
吐
く
呼
吸

を
繰
り
返
す

□
避
難
す
る
と
き
は
、
燃
え
て
い
る

部
屋
の
ド
ア
を
閉
め
て
逃
げ
る

□
い
っ
た
ん
避
難
し
た
ら
再
び
戻
ら

な
い

□
煙
で
前
が
見
え
な
い
場
合
は
、
壁

に
手
を
当
て
方
向
を
確
認
し
な
が

ら
避
難
す
る

□
下
の
階
へ
避
難
す
る
こ
と
が
基
本

□
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
用
し
な
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
み
よ
し
広
域
連

合
消
防
本
部
（
☎
７
６-

５
１
１
９
）

東
消
防
署
（
☎
７
９-

２
１
９
５
）

池
田
消
防
署
（
☎
７
２-

０
１
７
７
）

西
分
署
（
☎
８
６-

１
１
１
９
）

祖
谷
分
署
（
☎
８
８-

５
５
５
１
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

【
期
間
】
11
月
9
日
～
11
月
15
日

【
全
国
統
一
防
火
標
語
】

「
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く
れ
ん
ぼ
」

　
「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日
、

県
と
県
西
部
２
市
２
町
の
主
催
で

県
総
合
防
災
訓
練
が
三
好
市
と
美

馬
市
に
ま
た
が
る
「
西
部
健
康
防

災
公
園
」
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
は
、
台
風
に
よ
る
大
雨

の
影
響
で
地
盤
が
緩
む
中
、
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
が
発
生
し
、
土
砂

災
害
で
道
路
の
寸
断
や
停
電
が
相

次
い
だ
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
警

察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
１
２
２

機
関
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加

し
、
孤
立
集
落
か
ら
の
救
助
を
中

心
に
災
害
対
応
に
つ
い
て
連
携
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ

り
、
道
を
ふ
さ
い
だ
倒
木
や
電
柱

を
森
林
組
合
な
ど
の
職
員
が
重
機

で
取
り
除
く
と
と
も
に
、
重
症
度

に
よ
っ
て
治
療
の
順
番
を
決
め
る

ト
リ
ア
ー
ジ
を
実
施
。
救
護
所
の

テ
ン
ト
に
運
び
込
ま
れ
た
負
傷
者

に
、
医
師
や
看
護
師
が
本
番
さ
な

が
ら
に
応
急
処
置
や
搬
送
を
手
配

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
9
月
5
日
に
は
、
池
田
分

館
自
主
防
災
隊
の
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
期
間
中
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
で
災
害
に
備
え
て

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
防
災
に

関
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

防
災
士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会　

　

防
災
士
と
し
て
の
役
割
や
今
後

の
活
動
方
法
な
ど
に
つ
い
て
情
報

共
有
し
、
防
災
士
同
士
が
横
の
つ

な
が
り
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
8

月
27
日
、
防
災
士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
会
が
三
好
市
役
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
課
題
と
し
て
、

防
災
指
導
員
よ
り
「
防
災
士
に
期

待
さ
れ
る
役
割
」
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
た
後
に
は
、
三
好
市
の

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
防
災
士

と
し
て
の
研
修
方
法
お
よ
び
活
動

方
法
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

防
災
士
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
会
が
継
続

し
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

11　市報 みよし 2015.10　10



連載  地域おこし協力隊活動報告 ㊻
若者から見た集落の暮らし体験　

大西 恵大朗

　

秋
が
近
づ
い
て
き
て
段
々
と
過

ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
9
月
に
東
京
か
ら
訪
れ

た
大
学
生
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の

様
子
や
彼
ら
の
体
験
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

立
教
大
学
の
観
光
学
科
の
学
生

23
名
と
一
緒
に
4
日
間
祖
谷
や
大

歩
危
を
一
緒
に
巡
り
、
三
好
市
の

観
光
資
源
や
集
落
の
方
の
生
活
体

験
、
地
域
の
方
の
観
光
へ
の
関
わ

り
方
を
実
際
に
現
場
で
話
を
聞
い

た
り
体
験
し
て
も
ら
い
、
最
終
日

に
は
、
彼
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
ま
と
め
発
表

を
行
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

道
中
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

東
京
か
ら
出
た
こ
と
の
な
い
学
生

が
ほ
と
ん
ど
。
四
国
や
田
舎
に
来

る
の
が
初
め
て
と
い
う
学
生
ば
か

り
で
、
実
際
に
学
生
た
ち
と
一
緒

に
集
落
を
巡
り
、
ま
と
め
発
表
の

資
料
の
作
成
を
見
学
し
て
い
て
感

じ
た
こ
と
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず

に
三
好
市
の
魅
力
と
し
て
感
じ
る

こ
と
は
同
じ
と
い
う
こ
と
。
僕
自

身
観
光
で
来
ら
れ
た
方
や
ツ
ア
ー

に
同
行
し
て
お
客
さ
ん
を
案
内
す

る
機
会
は
多
く
あ
っ
た
の
で
す
が
、

結
構
年
配
の
方
が
多
く
、「
若
い
人

た
ち
が
ど
う
い
う
風
に
感
じ
る
の

か
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

集
落
の
方
々
の
話
を
縁
側
で
聞
き
、

一
緒
に
作
業
を
し
て
一
緒
に
休
憩

を
す
る
集
落
の
生
活
体
験
の
こ
と

を
観
光
資
源
と
し
て
捉
え
、
彼
ら

も
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
て
く
れ
て

い
た
の
を
見
て
、
そ
う
い
っ
た
体

験
は
世
代
に
関
わ
ら
ず
通
用
す
る

三
好
市
の
魅
力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
初
め
て
訪
れ
た
方
が
集

落
を
た
だ
訪
れ
る
だ
け
で
は
そ
れ

ら
の
経
験
を
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

訪
れ
た
方
と
集
落
を
つ
な
ぐ
間
に

入
る
案
内
人
が
必
要
と
い
う
こ
と

を
ま
と
め
で
発
表
し
て
い
て
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
僕
の
こ
と

を
紹
介
し
て
く
れ
て
い
た
の
が
と

て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
か
ら
も
外
国
人
が
集
落

を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
が
あ
り
、
今
度

は
国
の
違
う
彼
ら
に
も
三
好
市
の

魅
力
を
伝
え
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲コエグロとそばの花

【
日
時
】
11
月
15
日
（
日
）
8
時
～
16
時

【
場
所
】
三
好
市
役
所
本
庁
舎
前
集
合

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
四
国
中
央
市
へ
）

【
内
容
】
紙
の
ま
ち
資
料
館
内
を
自
由
見

学
、
紙
す
き
・
水
引
体
験
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
て
移
動
し
、
四
国
中
央
市
産
業
祭
で

自
由
行
動

【
参
加
費
】
無
料
（
他
施
設
内
で
の
飲
食
代

や
利
用
料
は
各
自
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

【
対
象
】
小
学
生
以
上
（
小
・
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

【
申
込
方
法
】
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
連

絡
先
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、
は
が
き
、

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
様
式
自
由
）

【
定
員
】
20
名
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

【
申
込
締
切
】
10
月
30
日
（
金
）
ま
で

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
地
方
創
生
推
進
課

電　

話　

７
２-

７
６
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
２-

７
２
０
２

Ｅ
メ
ー
ルchihousouseisuisin@

city.
tokushim

a-m
iyoshi.lg.jp

〒
７
７
８-

８
５
０
１ 

三
好
市
池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
５
０
０
番
地
２

経産省ふるさと名物に選定

天空ノ山茶

自然農法と希少性が評価

　

経
済
産
業
省
は
8
月
27
日
、
日

本
が
誇
る
「
ふ
る
さ
と
名
物
」
と

し
て
全
国
47
都
道
府
県
の
地
方

で
作
ら
れ
る
雑
貨
や
食
品
な
ど

５
０
０
品
目
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
約
１
９
０
０
品

目
の
中
か
ら
、
作
り
手
の
こ
だ
わ

り
や
日
本
の
伝
統
的
な
価
値
観
が

伝
わ
っ
て
く
る
か
な
ど
が
審
査
さ

れ
、
５
０
０
品
目
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
徳
島
県
内
で
は
4
品
目
が

選
ば
れ
、
三
好
市
か
ら
「
天
空
ノ

山
茶
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
選
定
さ
れ
た
５
０
０
品

目
は
、
海
外
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う

ほ
か
、
各
品
目
の
魅
力
や
こ
だ
わ

り
を
紹
介
す
る
本
を
作
成
し
、
国

内
外
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

天
空
ノ
山
茶
と
は
？

　

三
好
市
の
標
高
３
０
０
ｍ
以
上

の
山
間
傾
斜
地
に
自
生
し
た
茶
樹

を
「
天
空
ノ
山
茶
」
と
言
い
ま
す
。

40
度
の
斜
面
や
石
垣
の
間
な
ど
か

ら
自
生
し
、
焼
畑
の
後
や
日
射
が

少
な
い
場
所
で
も
生
え
る
た
め
、

生
命
力
が
強
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
お
茶
は
、
60
ｈ
ａ
の
栽
培

面
積
の
ご
く
一
部
か
ら
し
か
採
る

こ
と
が
で
き
ず
、
良
質
な
茶
が
生

育
す
る
自
然
環
境
の
中
で
も
限
定

さ
れ
た
環
境
で
育
つ
自
生
し
た
茶

樹
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

　

山
城
町
大
歩
危
と
西
祖
谷
山
村

有
瀬
で
収
穫
し
て
、「
天
空
ノ
山
茶
」

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
主
に

し
て
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
役
所
農
業
振
興
課

電
話　
７
２-

７
６
１
７

【
日
時
】
11
月
7
日
（
土
）
13
時

30
分
～
15
時

【
場
所
】
井
川
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン

タ
ー
3
階
ホ
ー
ル

【
演
題
】「
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
」

【
講
師
】
中
倉 

茂
樹  

先
生 

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

四
国
学
院
大
学

特
別
推
薦
入
学
選
考
『
被
差
別
部

落
出
身
者
枠
』
第
一
期
生
。
徳
島

県
人
権
啓
発
青
少
年
団
体
連
絡
協

議
会
『
止
揚
の
会
』
事
務
局
。
徳

島
県
人
権
・
同
和
教
育
講
師
団
・

講
師
。徳
島
県
人
権
エ
ン
タ
メ
集
団

『
友
輝
』
リ
ー
ダ
ー

　

１
９
７
７
年
徳
島
県
吉
野
川
市

（
旧
麻
植
郡
）
山
川
町
に
生
ま
れ

る
。
小
学
校
時
代
に
い
じ
め
を
受

け
部
分
的
記
憶
喪
失
に
な
る
。
中

学
校
時
代
に
同
級
生
が
い
じ
め
ら

れ
不
登
校
に
な
り
、
毎
日
、
彼
の

三
好
市
民
大
学
講
座
　
入
場
無
料

家
に
様
子
を
見
に
行
っ
た
が
、
教

室
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
彼
の
お
父
さ
ん

が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
。
そ
の
と
き
、
絶
対
に

許
さ
ん
と
い
う
怒
り
が
込
み
上
げ

て
き
た
。
高
校
時
代
に
、
人
権
集

会
で
「
部
落
民
宣
言
」
し
、
本
当

の
仲
間
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
と
き
感
じ
た
ぬ
く

も
り
を
み
ん
な
に
伝
え
ら
れ
る
人

間
に
な
り
た
い
と
決
意
し
て
か
ら

私
の
本
当
の
同
和
問
題
学
習
が
始

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
待
っ
て
い
た
の

は
差
別
と
の
闘
い
。
自
分
の
経
験

や
闘
い
を
通
し
、
全
国
み
ん
な
に

同
和
問
題
学
習
は
す
べ
て
の
人
間

が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
勉
強
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
生
き
た
い
。
そ

し
て
、
結
婚
差
別
と
闘
う
今
を
語

る
。
現
在
は
、
人
権
啓
発
の
新
し

い
手
法
（
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
）

を
仲
間
と
考
案
中
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

三
好
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

電
話
７
２-

３
９
０
０

四
国
ま
ん
な
か
交
流
事
業

紙
す
き
・
水
引
体
験
と
産
業
祭  

参
加
者
募
集
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旅
行
や
遠
足
な
ど
の
行
事
も
あ
り
、

自
分
が
主
婦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
る
く
ら
い
楽
し
め
た
事
、
思
い

返
せ
ば
と
て
も
充
実
し
た
2
年
間
で

し
た
。

　
今
で
は
、
資
格
を
取
得
し
、
勤
務
先

の
院
長
先
生
や
先
輩
看
護
師
の
方
々

に
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

外
来
業
務
を
は
じ
め
、
訪
問
診
療
や
訪

問
看
護
な
ど
の
業
務
も
任
せ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
地
域
の
患
者
様

か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
に
支
え
ら
れ
、
准
看
護
師
と
い
う

職
種
に
就
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
、
私
た
ち
と
一
緒
に
こ

の
よ
う
な
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に

就
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
人
員
】
20
名
（
男
女
共
学
）

【
教
育
期
間
】
2
年

【
受
験
資
格
】
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
卒
業
の
方

（
平
成
28
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
含
む
）
で
、
心

身
と
も
に
健
康
で
将
来
准
看
護
師
と
し
て
適
正
が

あ
る
方
。

【
願
書
請
求
】
学
院
窓
口
で
交
付
。
も
し
く
は
郵
送

に
て
Ａ
4
返
信
用
封
筒
に
受
験
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封
。

【
願
書
受
付
】
12
月
1
日
～
22
日
、
9
時
～
16
時

（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

【
入
学
試
験
】
平
成
28
年
1
月
16
日
（
学
科
）、
17

日
（
面
接
）

【
試
験
内
容
】
高
等
学
校
入
学
試
験
程
度
、小
論
文
、

面
接
試
験

【
合
格
発
表
】
平
成
28
年
1
月
26
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
三
好
市
医
師
会
准
看
護
学
院

電
話 

７
２-

０
５
８
６

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
流
れ

1
学
年

　

入
学
後
は
、
教
科
の
勉
強
を
積
み
重
ね
て
、
看

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

医
療
現
場
で
働
く

看
護
師
の
声
を
お
届
け
し
ま
す

　

今
月
号
で
は
、
三
好
市
医
師
会
准
看
護
学
院
在
校
生
や
同
学
院
を
卒
業
後
、

三
好
市
内
で
働
く
看
護
師
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
看
護
師
の
確
保
に
向
け
て

　

地
域
の
医
師
会
で
は
、
地
域
医
療

を
守
る
た
め
、
自
ら
助
産
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
養
成
所
を
運
営
し
、

地
域
医
療
を
支
え
る
質
の
高
い
看
護

職
員
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

現
在
、
医
療
現
場
で
は
、
約

１
４
５
万
人
（
平
成
24
年
現
在
）
の

看
護
師
・
准
看
護
師
が
、
患
者
さ
ん

の
た
め
に
日
夜
献
身
的
に
看
護
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

看
護
職
員
は
慢
性
的
に
不
足
し
た
状

態
に
あ
り
、
看
護
職
員
は
疲
弊
し
、

ま
た
看
護
職
員
の
確
保
が
で
き
な
い

た
め
病
棟
の
閉
鎖
な
ど
も
起
き
て
い

る
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
の
医
療

を
看
護
師
と
と
も
に
支
え
て
い
る
の

が
准
看
護
師
で
あ
り
、
現
在
約
38
万

人
（
平
成
24
年
現
在
）
の
方
が
就
業

し
て
い
ま
す
。
准
看
護
師
は
主
に
地

域
の
民
間
中
小
病
院
や
診
療
所
に
お

い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
（
日
本
医
師
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

　

三
好
市
も
同
様
に
地
域
医
療
を
支

え
て
い
る
看
護
師
が
不
足
し
て
お

り
、
看
護
師
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

三
好
市
医
師
会

准
看
護
学
院
学
生
募
集

　

私
は
、
今
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

医
療
の
現
場
と
関
わ
る
仕
事
も
あ

り
、
多
く
の
看
護
師
さ
ん
と
の
出
会

い
を
経
験
し
ま
し
た
。
看
護
の
仕
事

に
は
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た

が
、
専
門
職
と
し
て
、
そ
し
て
、
人

と
し
て
も
尊
敬
で
き
る
看
護
師
さ
ん

と
の
出
会
い
が
よ
り
強
く
私
の
進
路

選
択
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
看
護
を

学
ぼ
う
と
思
う
私
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
看
護
師
さ
ん

に
な
り
た
い
と
、
心
か
ら
思
い
ま
し

た
。
入
学
し
て
半
年
近
く
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
年
齢
も
経
歴
も
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
は
大
変
で

す
が
、
教
務
の
先
生
方
も
熱
心
に
教

え
て
く
だ
さ
り
、
仕
事
に
学
校
に

毎
日
忙
し
い
で

す
が
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
卒
業

（
52
期
生
）

福
田 

典
代 

さ
ん

村
山
内
科
医
院 

勤
務

　

私
は
、
ま
さ
か
自
分
が
准
看
護
師

と
し
て
仕
事
に
就
い
て
い
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。結
婚
、

出
産
し
、
育
児
も
一
段
落
し
て
、
自

分
の
時
間
と
い
う
も
の
が
で
き
始
め

た
頃
、
母
か
ら
三
好
市
医
師
会
が
運

営
す
る
看
護
学
院
が
あ
る
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。
看
護
師
と
い
う
職
種
に

対
し
て
、
注
射
な
ど
の
医
療
行
為
は

怖
い
し
、
病
院
で
の
実
習
は
大
変
そ

う
で
あ
り
、
嫌
な
事
か
ら
逃
げ
る
弱

い
自
分
が
い
て
あ
ま
り
気
は
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
子
ど
も

た
ち
の
「
お
母
さ
ん
看
護
師
さ
ん
に

な
っ
て
」
と
い
う
声
も
あ
り
、ま
た
、

母
の
強
い
勧
め
も
あ
り
、
協
力
し
て

く
れ
る
家
族
の
為
に
も
資
格
を
取
得

し
よ
う
と
思
い
受
験
し
、
入
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
学
後
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
勉

強
に
家
事
、
育
児
と
毎
日
が
忙
し
く

大
変
で
し
た
が
、
家
族
の
支
え
と
、

よ
き
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
学
院
生
活
で
は
、
修
学

平
成
27
年
入
学

（
55
期
生
）

平
尾 

真
也 

さ
ん

准
看
護
学
院
1
年
生

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
好
市
医
師
会
准
看
護
学
院
は
、

開
校
後
55
年
の
時
を
経
て
、
多
く
の

優
秀
な
看
護
師
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
方
々
は
、
県
西
部
の

医
療
機
関
で
地
域
医
療
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
好
市
医
師
会
で
は
、
三
好
市
を

支
え
る
看
護
学
院
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

医
療
現
場
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

三
好
市
医
師
会
准
看
護
学
院
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

護
学
会
に
も
参
加
し
ま
す
。
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る

1
・
2
年
生
合
同
研
修
は
学
年
を
超
え
て
、
看
護

に
つ
い
て
、
ま
た
学
院
生
活
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
11
月
に
は
戴
帽
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

1
年
生
前
半
の
教
科
が
終
了
す
る
時
期
に
、
ま
た
臨

地
実
習
に
参
加
す
る
前
に
、
看
護
学
生
と
し
て
の
姿

勢
を
身
に
つ
け
る
行
事
で
す
。
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を

か
ぶ
せ
て
も
ら
い
、
火
の
灯
っ
た
ロ
ー
ソ
ク
を
手
に

し
て
、
看
護
の
精
神
を
誓
う
厳
粛
な
儀
式
で
す
。

　

年
が
明
け
る
と
、
臨
地
実
習
の
始
ま
り
で
す
。

1
月
か
ら
3
月
ま
で
県
立
三
好
病
院
に
て
基
礎
実

習
を
行
い
ま
す
。

2
学
年

　

実
習
を
中
心
に
看
護
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
経

験
を
積
み
、
知
識
を
深
め
ま
す
。

　

6
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、
県
立
三
好
病
院
な

ど
に
お
い
て
成
人
・
老
年
実
習
を
、
ま
た
民
間
病

院
や
保
育
所
な
ど
で

精
神
科
実
習
や
母
子

実
習
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
臨
地
実

習
を
終
え
る
と
、
12

月
に
は
卒
業
試
験
、

2
月
に
は
准
看
護
師

資
格
試
験
が
あ
り
、

3
月
に
は
卒
業
式
を

迎
え
ま
す
。

三好市で働く看護師や准看護学院生の声
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ロ
コ
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
と
は
、
運
動
器

の
障
害
に
よ
っ
て
介
護
・
介
助
が
必

要
に
な
っ
た
り
、
そ
う
な
る
リ
ス
ク
が

高
く
な
っ
て
い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を
、

ご
存
知
で
す
か
？

　
メ
タ
ボ
が
内
臓
機
能
の
低
下
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
の
に

対
し
て
、
ロ
コ
モ
は
筋
肉
や
骨
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
な
ど
運
動
機
能
が
低
下
す

る
こ
と
で
日
常
生
活
を
送
る
の
に
支

障
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す（
図
1
）。

　
要
介
護
・
要
支
援
に
至
る
原
因

　

平
成
25
年
度
の
国
民
生
活
基
礎
調
査

の
結
果
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
2
）。

要
介
護
・
要
支
援
に
至
る
主
な
原
因

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
要
介
護
の

原
因
と
し
て
関
節
疾
患
や
骨
折
・
転

倒
な
ど
の
運
動
器
の
障
害
は
併
せ
て

17
・
7
％
、
要
支
援
の
原
因
に
至
っ

て
は
関
節
疾
患
が
堂
々
の
1
位
と
な

り
、
運
動
器
の
障
害
は
併
せ
て
35
・

3
％
と
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
し
っ
か
り
栄
養

を
取
っ
て
運
動
を
し
て
運
動
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
な
ん

と
2
～
3
割
の
方
が
介
護
・
支
援
に

な
ら
な
く
て
済
む
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

予
防
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

健幸な体と
心のために
できること

三好市役所 保険医務課
 電話 72-7613

健やかで幸せな心身は自分でつくる。
その手助けとなれるような情報を発信
していきます。

　

日
本
整
形
外
科
学
会
で
は
、
簡
単

に
ロ
コ
モ
の
診
断
や
予
防
が
で
き
る
よ

う
に
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
（
ロ
コ

チ
ェ
ッ
ク
）
と
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ（
ロ
コ
ト
レ
）を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
7
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
で

思
い
当
た
る
こ
と
が
な
い
か
検
査
し

て
み
て
く
だ
さ
い
（
図
3
）。

　

1
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
、
ロ
コ

モ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ロ
コ
ト
レ
を
始
め

ま
し
ょ
う
。
早
く
始
め
た
方
が
体
の

衰
え
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ロ
コ
ト
レ
は
た
っ
た
2
つ
の
運
動
を

や
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
毎
日
続
け
る

こ
と
で
効
果
が
高
ま
り
ま
す
（
図
4
）。

　

最
初
は
少
な
め
に
、
慣
れ
て
き
た

ら
回
数
と
頻
度
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
余
裕
の
あ
る
方
は
、
自
分

の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
ふ
く
ら
は
ぎ

の
筋
力
を
つ
け
る
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
能

力
・
下
肢
の
柔
軟
性
を
つ
け
る
運
動

な
ど
、
よ
り
強
い
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
体
が
運
動
に

慣
れ
て
い
な
い
の
に
急
に
頑
張
る
と
か

え
っ
て
体
を
傷
め
た
り
体
調
を
崩
し

て
し
ま
う
の
で
、
ゆ
っ
く
り
始
め
て

長
く
続
け
る
の
が
大
事
で
す
。

　
で
は
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で

幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

ご
存
知
で
す
か
？

ロ
コ
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

【図 2】要介護・要支援の主な要因（平成 25 年度厚労省国民生活基礎調査）
【図 4】ロコモを防ぐ運動「ロコトレ」　ロコトレでいつまでも元気な足腰を

【図 1】ロコモティブシンドロームの概念

要介護の要因

① 脳血管疾患（21.5％）
② 認知症（21.4％）
③ 高齢による衰弱（12.6％）
④ 関節疾患（10.9％）
⑤ 骨折・転倒（6.8％）

要支援の要因

① 関節疾患（20.7％）
② 高齢による衰弱（15.2％）
③ 骨折・転倒（14.6％）
④ 脳血管疾患（11.5％）
⑤ 心疾患（7.0％）

関節軟骨↓
椎間板↓

筋量↓
神経活動↓ 骨量↓

歩けない、立ち上がれない（要支援・要介護）

サルコペニア
（加齢性筋肉減少症）

変形性関節症
変形性脊椎症

骨粗鬆症

歩行障害　（運動期不安定症）

➡

➡

転倒しないように、必ずつかまる
ものがある場所で、行いましょう。

床につかない程度に、片足を上げます。

左右1分間ずつ、1日3回行いましょう。

つま先は30度
ずつ開く

膝が出ないように注意

1 肩幅より少し広めに足を広げ
て立ちます。つま先は30度くらい
づつ開きます。

2 膝がつま先より前に出ないように、また膝
が足の人差し指の方向に向くように注意して、
お尻を後ろに引くように身体をしずめます。

■ 下肢筋力をつけるロコトレ「スクワット」■ バランス能力をつけるロコトレ「片脚立ち」

　
今
月
号
で
は
、
三
好
病
院
整
形
外
科
主
任
部
長
の

高
原
茂
之
医
師
に
よ
る
「
ロ
コ
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）」
の
予
防
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

【図 3】 

【図 3】【図 4】出典：日本整形外科学会

片脚立ちで靴下がはけない
家の中でつまずいたり
滑ったりする

階段を上るのに
手すりが必要である

横断歩道を青信号で渡りきれない
15 分くらい
続けて歩けない

2kg 程度の買い物をして
持ち帰るのが困難である

（1リットルの牛乳パック 2 個程度）

家のやや重い仕事が
困難である

（掃除機の使用、
布団の上げ下ろしなど)

ロコチェックで思いあたることはありますか？

ひとつでも当てはまれば、ロコモである心配があります。
今日からロコモーショントレーニング（ロコトレ）を始めましょう！
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そう思う10.96%

どちらかといえば
そう思う
40.31%どちらかといえば

そう思わない
24.27%

そう思わない
19.96%

無回答
4.50%

　「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせ
ますと 83.95％の方が住み続けたいと思われています。

　そう思わない理由では、「働く場
がない」、「イノシシ、猿が出て畑が
作れない」、「車がないと生活に不自
由である」、「石崖ばかりで、地震や
大雨時など不安」などでした。

0

20

40

60

80

100
83.95%

59.69％

30.33%

18.98%
23.87％

7.24%

Q あなたは、現在の所に住み続けたいと思いますか

　「そう思う」と「どちらかといえばそう
思う」を合わせますと77.11％でした。
　そう思わない理由では、「道幅が狭
い」、「舗装がでこぼこで段差がある」、

「ガードレールが少ない」、「山の集落
まで広い道路がぬけていない」など
でした。

Q 三好市内は、生活に必要な道路が整っていると思いますか

　「そう思う」と「どちらかといえばそう
思う」を合わせますと、34.83％でした。
　理由としては、「自家用車が使えない
場合、公共交通機関が少ない」、「細い
道が多い」、「子供たちの通学などで便
が少ない」などでした。

　「そう思う」と「どちらかといえばそう
思う」を合わせますと51.27％でした。
　そう思わない理由としては、「医者
が少ない」、「地域内に病院が少ない」、

「出産時に利用できる病院がない」な
どでした。

　「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせますと61.25％でした。
　昨年度より0.27％向上し、約 6 割の方が市民協働をすすめていると
感じています。
　そう思わない理由では、「一部の人達だけで取り組んでいるように思う」、

「市民の意見があまり反映されていない」、「弱者が取り残されているよ
うに思う」、「具体的な姿がみえない」などでした。
※市民協働は、市民の皆さんと市がお互いの役割を理解し、協力・連携
してまちづくりに取り組むことです。今後とも、取り組み内容などをわ
かりやすく伝えていくことが必要となっています。

　「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせると
56.36％で、昨年度より5.05％低下しました。
　そう思わない理由としては、「開かれた市政がみえない」、「情
報の公開が少ない」、「積極的に調べなけれ
ば分からないことが多い」、「情報入手方法
がない」などでした。より充実した行政情報
の発信と市民の多様な意見を十分反映でき
るよう、広聴活動の充実に努めます。

　「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせると47.95％で、
昨年度より3.22％低下しました。
　そう思わない理由としては、「行政が効率的かどうかよく分からな
い」、「市の庁舎が分散していて不便」、「職務に対して人件費が高い」、

「全体の連携がとれていない」などでした。
　市民の皆さまのご理解とご協力を得ながら、引き続き効率的な行
政運営に努めます。

調査結果は、市民の皆さまが日ごろの生活の中で感じられている現状値ととらえ、今後の施策（事業）展開に活
用していきます。お忙しいところ本調査にご協力をいただき大変ありがとうございました。

お問い合わせ先　三好市役所総務課（電話 72-7600）

　複数回答可能で質問したところ、
「市報みよし」が 83.95％で最も高
く、次いで「ケーブルテレビ」 、「新
聞紙」、「音声告知放送」、「テレビ・
ラジオ」、「三好市ホームページ」の
順でした。市の情報取得として市
報への期待は依然として高いことが
うかがえます。

【調査概要】三好市全域を
対象とし、20 歳以上の市民
1,200 人（無作為抽出）に調
査票を送付し、511 人（回収
率 42.58％）から回答を得ま
した。

●平成 27 年度の市民意識調査を、5 月 11 日から 28 日まで実施しました。
本調査は、市民の皆さまが日ごろの生活の中で感じられていることや、市政に対
するご意見ご要望を伺い、今後の市政運営に活用するため実施しています。
●調査の内容は、①自身のことについて ②日常生活について ③子育てについて 
④市の広報活動について ⑤人権について ⑥男女共同参画について ⑦市民参画や
行政改革について、44 項目の質問に対しご回答をいただきました。

市民意識調査の結果を報告します

Q あなたは、市内の移動に不便を感じますか　

そう思う
18.20%

どちらかといえば
そう思う
16.63%どちらかといえば

そう思わない
37.57%

そう思わない
25.24%

無回答
2.36%

そう思う54.79%
どちらかといえば
そう思う
29.16%

どちらかといえば
そう思わない
9.78%

そう思わない
5.87%

無回答
0.40%

そう思う21.53%

どちらかといえば
そう思う
55.58%

どちらかといえば
そう思わない
10.37%

そう思わない
10.18%

無回答
2.34%

Q 三好市は、適切な医療が受けられる環境が整っていると感じていますか

Q 三好市の行政情報を、普段どのような方法で取得されていますか

Q 三好市は、市民協働でまちづくりをすすめていると感じますか

そう思う9.59%

どちらかといえば
そう思う
51.66%

どちらかといえば
そう思わない
19.18%

そう思わない
11.55%

無回答
8.02%

Q 三好市は、市政情報が十分提供され開かれた市政が行われていると感じますか

そう思う4.70%

どちらかといえば
そう思う
51.66%

どちらかといえば
そう思わない
21.53%

そう思わない
12.52%

無回答
9.59%

Q 三好市の行政は、効率的に運営されていると感じますか

そう思う3.72%

どちらかといえば
そう思う
44.23%どちらかといえば

そう思わない
27.20%

そう思わない
15.46%

無回答
9.39%
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三好市役所人権室  ☎72-7622

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合
体育館。ただし、フラダン
スはフジヤマビル、グラウ
ンドゴルフは吉野川運動公
園でオープンスクールとし
て開放しています。

☆都合で曜日や時間が変
更になる場合がございます。

いけだスポーツクラブ 11 月教室開設日

教 室 名 開 設 日
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr. バレーボール 9・30
キッズサッカー 7・14・21・28
カワイげんきアップ体操 14・21・28

ヒーロー養成講座
野球（池田球場） 7・14・21・28
バレーボール 5・12・19
ハンドボール 10

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 2・9・16
ヨーガ木曜コース 5・19
肩こり予防＆リフレッシュ体操 6・20
フライングディスク 12
さわやかママさん体操教室 12・26
レッツ体力づくり 11・25
史跡巡りウオーキング 19（井内・大久保集落）
ロコモ予防教室 10・17・24
フラダンス 12・26

涼しく過ごしやすい季節になりました。
日常生活のなかに、運動を取り入れてみましょう！！

　

大
阪
市
西
淀
川
区
は
中
小
企
業
が

多
く
、
交
通
量
も
多
い
上
に
、
六
甲
山

系
よ
り
吹
き
降
ろ
す
風
が
汚
染
を
運

ん
で
来
る
た
め
、
大
気
汚
染
が
進
み
上

空
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
く
ら
い

曇
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
し
た
。
煙
に

は
硫
黄
を
多
く
含
み
、
や
が
て
農
作
物

は
育
た
な
く
な
り
、
い
つ
ま
で
も
風
邪

が
完
治
し
な
い
な
ど
、
人
間
の
体
を
だ

ん
だ
ん
と
む
し
ば
み
健
康
被
害
を
訴
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
西
淀
川
大
気
汚
染
の
主
な
原
因
と
な

る
硫
黄
は
猛
毒
で
、
石
炭
石
油
の
中
に

含
ま
れ
燃
や
す
と
大
気
中
に
拡
散
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
窒
素
酸
化
物
は

車
の
排
気
ガ
ス
が
原
因
で
す
。
健
康
被

害
が
出
て
く
る
の
は
、
子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
体
の
弱
い
方
が
多
く
、
咳
が
よ

く
出
る
、
扁
桃
腺
が
腫
れ
や
す
く
な
る

な
ど
、
ク
ラ
ス
の
３
割
が
喘
息
と
診
断

さ
れ
、
か
な
り
の
健
康
被
害
を
大
阪
府

に
訴
え
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
で
育
て

た
朝
顔
を
団
地
に
持
ち
帰
っ
た
時
、
一

晩
で
枯
れ
た
こ
と
で
、
市
が
初
め
て
公

害
防
止
条
例
を
使
い
、
あ
く
ど
い
中
小

企
業
を
移
転
さ
せ
ま
し
た
。

　

認
定
患
者
と
そ
の
家
族
で
組
織
さ
れ

た
７
２
６
名
が
、
発
電
所
や
企
業
10
社

と
、
国
道
や
高
速
道
路
を
管
理
す
る

国
・
阪
神
高
速
道
路
公
団
を
相
手
に
、

損
害
賠
償
と
汚
染
物
質
の
排
出
差
し

止
め
を
求
め
て
１
９
７
８
年
、
提
訴
し

た
西
淀
川
公
害
訴
訟
は
、
1
次
訴
訟

判
決
で
、
被
告
企
業
10
社
の
共
同
責

任
を
認
め
、
さ
ら
に
、
１
９
９
５
年
、

初
め
て
自
動
車
に
よ
る
排
気
ガ
ス
の
健

康
影
響
と
国
の
責
任
を
認
め
た
２
～
４

次
訴
訟
判
決
が
下
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
や
っ
と
認
定
は
さ
れ
て
も

患
者
さ
ん
の
苦
し
み
の
連
鎖
は
止
ま
ら

ず
、
心
無
い
人
た
ち
か
ら
の
人
権
侵
害

を
受
け
ま
し
た
。
仕
事
に
行
き
た
く
て

も
行
け
ず
周
り
か
ら
怠
け
者
、
偽
患

者
、
嘘
だ
ろ
う
と
非
難
中
傷
さ
れ
自

殺
し
た
人
や
、
通
勤
時
に
発
作
が
起
き

て
、
発
作
を
鎮
め
る
た
め
に
水
を
飲
み
、

痰
が
出
て
喉
に
詰
ま
り
西
淀
川
以
外
の

病
院
に
運
ば
れ
て
死
亡
し
た
20
歳
の
女

性
が
い
ま
す
。
湯
気
が
発
作
を
誘
発
し

て
し
ま
う
か
ら
、
お
風
呂
に
肩
ま
で
入

れ
な
い
。
湿
気
が
怖
く
て
熱
い
物
が
食

べ
ら
れ
な
い
。
医
療
費
が
高
い
の
で
途

中
で
治
療
を
止
め
る
か
ら
ま
た
症
状
が

悪
化
し
て
し
ま
う
。
だ
だ
、
補
償
費
に

つ
い
て
は
生
活
保
護
よ
り
も
低
い
の
が

現
状
で
す
。

　

中
国
で
発
生
し
て
い
る
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
は
、
工
場
が

中
国
国
内
で
取
れ
る
安
価
な
石
炭
を
十

分
な
環
境
設
備
を
持
た
な
い
ま
ま
燃
や

し
て
い
る
事
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
急
激
に
自
動
車

が
増
え
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
り
、
中

国
の
ガ
ソ
リ
ン
品
質
の
基
準
は
、
石
油

会
社
が
儲
け
や
す
い
よ
う
に
緩
く
な
っ

て
お
り
、
北
京
な
ど
の
大
都
市
で
は
、

品
質
の
悪
い
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
自
動

車
が
大
量
に
走
り
回
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
そ
の
た
め
、
窒
素
酸
化
物
な

ど
の
排
気
ガ
ス
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
粒
子
な

ど
の
物
質
が
大
量
に
ま
き
散
ら
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
気
汚
染
公
害
と
人
権
侵
害

　
　
―
西
淀
川
公
害
と
裁
判
―

講
師
：
林 

美
帆 

さ
ん

財
団
法
人
公
害
地
域
再
生
セ
ン
タ
ー
（
あ
お
ぞ
ら
財
団
）
研
究
員

　
な
ぜ
改
善
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
中
国
の
人
は
世
界
で
活
躍
し

て
い
る
人
も
多
い
が
、
日
本
の
よ
う
に

市
民
運
動
が
起
こ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

公
害
は
遠
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
四
国
も
明
石
海
峡

大
橋
開
通
な
ど
に
よ
り
自
動
車
が
主

流
と
な
り
公
害
は
広
く
薄
く
の
状
態
で

す
。
徳
島
県
美
馬
市
脇
町
で
調
査
し
た

Ｐ
Ｍ
２・
５
の
結
果
に
よ
る
と
、
１
日

平
均
微
小
粒
子
状
物
質
が
１
日
の
平

均
値
を
超
え
た
日
数
が
5
日
も
あ
り
ま

す
。
原
因
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
す
。
大

阪
は
規
制
さ
れ
て
い
て
、
違
反
車
は
荷

主
に
対
し
て
罰
金
50
万
円
が
課
せ
ら
れ

る
た
め
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
徳
島
県
で
は
、
全
国
の
デ
ー
タ
と

比
較
し
て
も
、
環
境
基
準
を
満
足
し
て

お
り
、「
排
煙
規
制
」
を
直
ち
に
行
う

こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
大
気

汚
染
が
進
ん
で
か
ら
規
制
し
て
も
健
康

被
害
が
必
ず
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

早
期
に
規
制
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
二
酸
化
炭
素
排
出
の
抑
制
に
努
め
る

な
ど
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
後
世
に
生
き
る
人
た
ち
の
こ
と
を

考
え
て
、
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
環
境
を
残

す
義
務
と
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
西
岡
さ
ん
は
夫
と
共
に
米
や
畑
、
葉
タ
バ

コ
な
ど
の
農
業
を
営
み
な
が
ら
1
男
7
女
を

育
て
、
孫
19
人
、
ひ
孫
32
人
、
や
し
ゃ
ご
3

人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
ご
自
宅
で

過
ご
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
親
族
の
方
々

か
ら
祝
福
を
受
け
ら
れ
、
市
や
県
か
ら
も
祝

状
や
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
長
寿
の

秘
訣
は
好
き
嫌
い
な
く
３
食
し
っ
か
り
食
べ

る
こ
と
で
、
毎
夕
の
散
歩
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
１
０
０
歳
に
な
っ
た
心
境
を
お

聞
き
す
る
と
、「
み
ん
な
の
お
か
げ
で
長
生
き

で
き
ま
し
た
」
と
ほ
ほ
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

西
岡 

ク
ニ
ヱ 

さ
ん

　
　
（
池
田
町
大
利
）

9/25
祝 

百
歳
到
達

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
な
た
の
ま
ち
に　
あ
な
た
の
職
場
に

　
あ
な
た
の
家
庭
に　
そ
し
て
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
に

　

親
し
み
深
い
選
曲
に
時
の
経
つ
の

を
忘
れ
、
ふ
た
り
が
奏
で
る
音
の
世

界
は
「
心
に
響
く
愛
の
音
色
」
と
毎

回
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
、
深
み
の
あ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。

　

皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
タ
イ
ト
ル
】
愛
と
言
う
名
の
奇
跡

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
：
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ａ
（
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
）

【
日
時
】
10
月
21
日
（
水
）

　
　
　

  

13
時
30
分
～
15
時

【
場
所
】
三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

※
入
場
無
料
で
す
。

　

手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

大
輪
の
人
権
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
　
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
奥
田 

良
子 

さ
ん

　
　
　
　
（
フ
ル
ー
ト
＆
オ
カ
リ
ナ
）

　

大
阪
音
楽
大
学
卒
業
後
、
全
国
で

演
奏
活
動
を
展
開
。
将
来
を
期
待
さ

れ
る
が
、在
学
中
発
症
し
た
難
病
「
ク

ロ
ー
ン
病
」
の
悪
化
に
よ
り
演
奏
活

動
を
断
念
。
し
か
し
、
周
囲
の
励
ま

し
に
よ
り
7
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経

て
、
社
会
復
帰
と
と
も
に
演
奏
活
動

を
再
開
す
る
。
そ
の
後
、
夫
で
あ
る

奥
田
勝
彦
さ
ん
と
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」

を
結
成
し
、
全
国
各
地
で
ト
ー
ク
&

コ
ン
サ
ー
ト
を
展
開
す
る
。

●
奥
田 

勝
彦 

さ
ん

　
　
　
　
　
（
ベ
ー
ス
＆
ア
レ
ン
ジ
）

　

１
９
７
３
年
よ
り
プ
ロ
と
し
て
活

動
を
始
め
る
。
そ
の
後
、
優
れ
た
テ

ク
ニ
ッ
ク
と
音
楽
セ
ン
ス
が
評
価
さ

れ
、
ス
タ
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

し
て
活
躍
。
現
在
、
難
病
を
持
つ
妻

を
心
身
と
も
に
支
え
、
夢
の
実
現
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

「
み
ん
な
に
と
ど
け
！
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
」
人
権
推
進
事
業

お
問
い
合
わ
せ
先

　
三
好
市
役
所
人
権
室　

　

 （
電
話
７
２
ー
７
６
２
２
）
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／スティーヴン・サヴェッジ ■つきよのくろてん／手
島圭三郎

井川図書館
［一般書］■蓮花の契り 出世花／高田郁 ■幸せを呼ぶ
風景／直居由美里 ■美しき廃墟／ジェス・ウォルター  

［児童書］ ■日本列島、水をとったら？ ■まぼろし写真
館／福明子 ■ポワン／かなざわまゆこ

新着図書の紹介

［児童書］井川図書館

ともだちってだれのこと？
著者：岩瀬成子
ねずみがテンの家へ行くと「友だ
ちの家にいきます」と手紙があっ
た。「友だちってぼくじゃないかも
…」。しばらくしてネズミはなくの
をやめると、「よし」といって、立
ち上がった…。ほほえましい友情
のお話。

［一般書］中央図書館

毒父家族
著者：井上秀人
毒父は数多く存在する。強圧な父親
の精神的支配をいかにして乗り越え
たのか。著者の実体験をもとにして、
父と息子との関係性を主軸に、親の
価値観が子どもに与える影響などに
ついて心理学的視点から解説する。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

■ 11 月の行事予定

［中央図書館］おはなし会 11 時〜 11 時 30 分（毎週土曜日）

［井川図書館］おはなしひろば  10 時 30 分〜（毎週土曜日）

■ 11 月の休館日

・中央図書館　毎週水曜日、30 日（館内整理日）

・井川図書館　毎週火曜日、30 日（館内整理日）

■ 巡回配本日程（11 月）

　 2 日　三野 - 芝生小（低学年）- 王地小

　 5 日　山城 - 山城幼・小（低学年） 池田 - 旧大利郵便局前

　 6 日　池田 - 三縄駅前 - 三縄幼・小

　 9 日　井川 - 井内幼・小 - 西井川小（高学年）

   10 日　井川 - 西井川小（低学年） 三野 - 芝生小（高学年）

　12 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 認定こども園 - 東祖谷小中

　13 日　西祖谷 - 檪生小 山城 - 下名小

　16 日　池田 - 萩田商店前 - 箸蔵幼 - 箸蔵小

　17 日　山城 - 政友小 - 山城小（高学年）- 山城児童クラブ

　19 日　西祖谷 - 吾橋幼・小 - 山城荘

　24 日　池田 - 馬路小 - 白地幼 - 白地小

・都合により巡回日・時間などが変更になる場合があります。

・利用される方は、三好市中央図書館までお問い合わせください。

■ イベントのお知らせ［中央図書館］

ブックトーク研修会

日時：11 月 7 日（土）　10 時 30 分〜 12 時

場所：三好市中央図書館　シアター室

講師：小松 真幸 氏（徳島県立図書館主任）

※ 定員 15 名・要申込

■ 館内展示のご案内［井川図書館］　

秋にぴったりな本と展示しております。ぜひご覧ください。

中央 ☎72-2781　　開館時間 10～19時
井川 ☎78-4311　　開館時間 9～19時

　　「妖怪で地方創生」
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ベ
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Ｋ
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。
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平井 里
り な

奈 ちゃん 
お誕生日おめでとう !! 甘
えん坊の里奈♪兄姉仲良
く元気に大きくなってね。

池田 2才

西岡 駿
は や と

図 ちゃん
阿波踊りと歌が大好きな
はやとくん♡元気なはや
とくんが大好きだよ♡

三野 3才

山口 美
み れ い

怜 ちゃん
2 歳おめでとう！！いっぱ
いたべて、遊んで大きく
な〜れ！みれい大好き♡

井川 2才

津川 慧
さ と し

士 ちゃん
がんばれ未来の恐竜博士!!
パパもママもかりんもみん
な慧士が大好きです。

井川 3才

竹内 優
ゆうしん

心 ちゃん
3歳の誕生日おめでとう！
これからも元気いっぱい優
しいお兄ちゃんでいてね♪

山城 3才

堀内 莉
り な

菜 ちゃん 
だんだんお姉ちゃんら
しくなってきたね♪元気
いっぱい大きくなってね♪

井川 3才

北内 魁
か い り

浬 ちゃん
2 歳 おめでとう！兄
ちゃんと仲良く元気に
大きくなりよ♪

池田 2才

大泉 美
み こ と

琴 ちゃん
パパ大好きなみこちゃ
ん♡可愛く優しい子に
なってね。大好き♡

池田 2才

大西 望
の あ

愛 ちゃん
食べる事が大好きな望
愛♪これからも元気で
健康に育ってね☆

池田 2才

伊藤 陸
りく

 ちゃん
パパが大好きな陸くん
☆これからもみんなを
笑顔にしてね♪

池田 2才

髙橋 陽
は る

琉 ちゃん 
甘えん坊で兄ちゃん大好
きな陽琉♡いつも笑顔で
癒してくれてありがとう。

池田 2才

福島 璃
り こ

胡 ちゃん
ねぇねのまねっこ大好き！
いっぱい食べていっぱい
遊んで、大きくなーれ♥

池田 1才

鳴石 愁
しゅん

 ちゃん
☆愁 1歳おめでとう☆
元気いっぱいすくすく
育ってね☆

池田 1才

10 月
中川 蓮

れ ん や

也 ちゃん
みんなのアイドル♡お兄
ちゃん、お姉ちゃんとあ
そんで大きくなってネ^^

池田 1才

沖 紗
さ や こ

也子 ちゃん
1 歳おめでとう♪元気
に産まれてきてくれて
本当にありがとう。

池田 1才

内田 結
ゆ い と

翔 ちゃん
おめでとう結翔★これ
からもステキな笑顔で
皆をハッピーにしてね♪

池田 1才

11月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） 
④生年月日 ⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単
なコメント（30 字程度。文字数が多い場合は一部修
正することがあります）⑨ケーブルテレビへの情報提供
の可否を書いた用紙と写真（写真の裏に氏名を）を三
好市役所秘書人事課までお送りください。
11 月号の締切は 10 月 20 日です。
★写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、
ご了承ください。★デジカメ等の場合は、データを秘書
人事課まで直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.
tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

乳児とふれあい体験
乳児相談に訪れた母親から妊娠・出産を通しての話しを
聞いたり、乳児を観察・ふれあったりすることで、赤ちゃ
んの誕生の素晴らしさや命の大切さを知ってもらおうと辻
小学校の 5 年生 13 人がふれあい体験を行いました。2
か月〜 1 歳の井川地区に住む6 人の乳児を抱っこしたり、
乳児のお母さんに育児の楽しさや大変さなどのお話しを
聞き、命の尊さについて実際に触れることができました。



まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市役所 秘書人事課  ☎ 72-7646

　敬老の日を中心に、市内の各地区で
平成27年度敬老会が華やかに開催され
ました。井川ふるさと交流センターでは、
山口湘

しょうは

羽君（辻小４年）をはじめ児童 3
名が作文を朗読し、感謝の気持ちを伝え
ました。各会場では地域の方 の々ご協力
により、趣向を凝らした歌や踊りなどで盛
り上がり参加者らを元気づけました。　
　三好市の77 歳以上の敬老会対象者
は6,491 人。このうち100 歳以上の方
は40 人（8月末現在）で、最高齢者は
女性の103 歳の方です。これからもお元
気で、健やかにお過ごしください。

　秋の全国交通安全運動に合わせ、箸
蔵小学校児童や幼稚園児が 9月25日、
同校周辺の国道などでパレードを行い、
ドライバーらに安全運転を呼び掛けまし
た。パレードでは、4 年生以上でつくる
鼓笛隊を先頭にＰＴＡや三好交通安全協
会箸蔵支部員らが参加し学校を出発。ト
ランペットや鍵盤ハーモニカなどを演奏し
ながら約 2 ㎞を行進し、通行者に飲酒
運転根絶など交通ルールの順守をアピー
ルしました。期間中、交通安全講習会や
四国中央市との合同キャンペーンも行わ
れ交通事故防止の徹底を図りました。

五穀豊穣を願って大平の獅子舞

　五穀豊穣などを願う「大平の獅子
舞」が 9 月 20 日、三野町太刀野山
の出羽神社で行われました。
　「大平の獅子舞」の原形は、天正
5 年（1577）足代城主三好備前守
が柞野の地に隠棲の折伝授したとい
われ、合計 24 曲で編成されていま
す。大平獅子舞保存会のメンバーに
よる獅子舞の動きは、天衣無縫なし
ぐさの中にも優雅な姿で、躍動する
稚児の舞い、高らかに鳴り響く鉦、
太鼓の音色によって舞われ、市指定
無形民俗文化財になっています。

マルシェ恒例のうだつちんどんが練り歩く 

盆栽師平尾成
ま さ し

志さん 母校で講演会

　母校出身者で世界で活躍している方をお招きし、夢の実現に向
けて努力することの大切さなどを学んでもらおうと 9 月 16 日、
盆栽師の平尾成志さんの講演会が池田中学校で行われました。
　平尾さんは、大学在学中に訪れた東福寺の方丈庭園に感銘を受
け、加藤蔓青園の門を叩き弟子入り。5 年間の修行を経て、現在
は国内外で盆栽の実演などを行い、盆栽文化の継承に努めていま
す。講演の最後には「何か熱中できるものを作ってほしい。それ
がいつか必ず役に立つ」と後輩 240 人にエールを送りました。

ジビエや名酒がわくわくフェスタで大集合 
　JC わくわくフェスタが 9 月21 日、へそっこ公園や
駅前商店街などで開催されました。鹿肉を使った串
焼きやカツサンド、イノシシの肉を使ったコロッケやラ
グーソースパスタなどいろいろな地元産のジビエ料理
が味わえるとあって、多くの来場者がつめかけ堪能し
ました。ジビエとは、食用とする野生鳥獣やそのお肉
のことで、高タンパクで低カロリー、ビタミンも豊富で
す。他にも四国各地の名酒を味わえる四国酒まつり秋
の陣や銀座よろず市、子どもたちに人気の妖怪ウォッ
チのジバニャンバラエティーショーなど子どもから大人
まで楽しめるイベントに終日多くの人で賑わいました。

　第 13 回うだつマルシェが 9 月 21 日、池田町本町通り周辺
で開催され、市内外から約 65 店舗が出店、マルシェ名物の「う
だつちんどん」が通りを練り歩きました。また、アーティスト
のニシユキさんが、マルシェ会場内に仏像の顔出し看板体験
ブースを設置。JC わくわくフェスタと同時開催されたことも
あり、多くの方が足をとめ、体験したり記念撮影を撮ったりし
ていました。その他にもおいしい紅茶の入れ方のワークショッ
プなども行われ、来場者は思い思いの時を過ごしていました。

箸蔵地区で交通安全パレード 感謝の気持ちを敬老会で発表

小中高生が手作りの絵本を発表

　子どもたちに絵本づくりを通じて楽しみながら英語に
触れてもらおうと6 月から始まった「旅する絵本づくり
プロジェクト」発表会が 9 月 21 日、教育センターで行
われました。発表会ではそれぞれの作品を生徒らが感
情をこめて読み上げ、20 人の絵本作品が紹介されまし
た。三好市の花をテーマに「ぼくはサギソウ」を発表
した山田修平君（池高 2 年）は、サギソウ保全に取り
組んだ経験をもとに絵本を仕上げ「緊張したけど作品
を紹介できてよかった」と感想を語ってくれました。絵
本は今後、市内の図書館や学校に配布されます。

山本稀
きみひと

仁さん 名誉総裁秋篠宮賞受賞
　池田町在住の山本稀仁さんのひょうたんランプ
が、第 40 回全日本愛

あいひょうかい

瓢会で最高賞の名誉総裁秋篠
宮賞を受賞しました。愛瓢会は、全国のひょうたん
愛好家が集まり、栽培や加工した作品の展示会など
を行っている団体です。山本さんの作品のテーマは、

「がんばれ東北 結」。親子の絆の大切さや地に足を
つけて力強く踏ん張る様子が、LED ライトの優し
い光とともに表現されています。山本さんは、「こ
れからも人の心が癒せるような優しさが伝わる作品
づくりをしていきたい」と語ってくれました。
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解決のためのアドバイスをします。
日時▼ 10 月 25 日（日）　13 時〜 16
時（受付は12 時 45 分〜 15 時 30 分）
場所▼うだつアリーナ
お申し込み▼予約優先です。10 月
23 日（金）18 時までに下記の電話
番号までお問い合わせください。
相談料▼無料
お問い合わせ先▼徳島県労働委員会

（☎ 088-621-3234）

不動産無料相談会
日時▼ 10 月 30 日（金）
　　　10 時〜 16 時
場所▼フレスポ阿波池田 1 階イベ
ントスペース
内容▼不動産の価格、有効利用など
相談員▼協会所属不動産鑑定士
お問い合わせ先▼公益社団法人徳島県
不動産鑑定士協会（☎ 088-623-7244）

人権相談
　相談は無料で秘密は固く守られます。
相談日・相談場所▼
11 月 11 日   老人福祉センター（西祖谷） 
11 月 12 日   三好市役所
11 月 17 日　三野公民館
11 月 18 日   山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時

5 年の後納制度が開始
　過去 5 年以内に納め忘れた国民
年金保険料を納付することで、将来
の年金額を増やすことができる「後
納制度」が、10 月 1 日から 3 年間
限りの特例として開始されました。
　なお、すでに老齢基礎年金を受給
している方などは、後納制度の利用
はできませんのでご注意ください。
　後納制度を利用する場合は、お申
し込みが必要です。
お問い合わせ先▼国民年金保険料
専用ダイヤル（☎ 0570-011-050）、
阿波半田年金事務所（☎ 0883-62-
5350）

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象

　国民年金保険料は、社会保険料控
除としてその年の課税所得から控除
され、税額が、軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成 27
年 1 月から 12 月までに納められた、
保険料の全額です。
　また、ご自身の保険料だけでなく、
配偶者やお子様などの負担すべき国
民年金保険料を支払っている場合、

その保険料も合わせて控除が受けら
れます。
　平成 27 年 1 月 1 日から 9 月 30
日までの間に国民年金保険料を納付
された方には、11 月上旬に日本年
金機構から「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」が送られてき
ますので、申告書の提出の際には、
必ずこの証明書または領収書を添付
してください。
※平成 27 年 10 月 1 日から 12 月
31 日までの間に、今年はじめて国
民年金保険料を納められた方は、翌
年の 2 月上旬に送られます。
　年末調整・確定申告まで大切に保
管してください。
　控除証明書については、証明書の
はがきに表示されている専用ダイヤ
ル、または阿波半田年金事務所にお
問い合わせください。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-62-5350）

出張労働相談会
　解雇や賃金未払いなどの労使間ト
ラブルについて、徳島県労働委員会
委員が、公益・労働者側・使用者側
の 3 人 1 組でそれぞれの立場から、

三好市社協法律相談
相談日▼ 11 月 6 日
時間▼ 13 時〜 16 時
場所▼三野支所
弁護士▼大西聡氏
予約お申し込み先▼三野支所（☎
77-2882）
※秘密厳守・料金無料・予約制

三好市社協一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
毎週火曜日  井川老人福祉センター
毎週水曜日  社協本所・池田支店
11 月 12 日　祖谷の歴史館（東祖谷）
11 月 18 日　山城総合支所
11 月 19 日　社協三野支所
11 月 19 日　社協西祖谷支所
相談時間▼ 13 時〜 15 時
※一般相談は、各支所で常時受付け
ていますので、お気軽にご相談くだ
さい。電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

秘密は固く守られます。
相談日・相談場所▼
11 月 4 日   祖谷の歴史館（東祖谷） 
11 月 06 日　井川総合支所 
11 月 12 日　三好市役所
11 月 12 日　西祖谷総合支所 
11 月 17 日   三野公民館
11 月 18 日   山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時

（西祖谷のみ 10 時〜 12 時）
お問い合わせ先▼三好市役所総務課

（☎ 72-7600）、各総合支所

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
ニート支援出張相談▼毎週月曜日
※いずれも予約が必要です。
一般相談▼月〜金曜日  9 時〜 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部
ライフサポートセンター（☎ 72-8611）

みよし広域連合
法律相談

　相談無料、完全予約制。
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

お問い合わせ先▼三好市役所市民課
人権室（☎ 72-7622）

消費者トラブル相談窓口
　安心安全な生活を送るために困っ
たこと、不審なことがあれば、ご相
談ください。相談無料、秘密厳守。
日時▼月〜金曜　9 時〜 17 時
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
お問い合わせ先▼三好市役所商工政
策課（☎ 72-7645）

あなたの声をお聴きします
行政相談週間

　10 月 19 日から 25 日までは「行
政相談週間」です。
　行政相談週間は、行政相談制度を
広く国民の皆さんにお知らせして利
用していただくために、総務省が全
国一斉に実施しているものです。
　三好市では、広報活動を通じ行政
相談制度を広く周知するとともに、
毎月各地区で行政相談所を開設して
います。役所の仕事について、困っ
ている、こうしてほしい、どこに相
談してよいか分からないなど、お気
軽にご相談ください。相談は無料で、

年 金

相 談

豊富な品数でお待ち致しております。

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ TEL.（０８８３）８２- 1 4 8 3
イ    シ   ヤ  サン

何かと近くが便利です。
ぜひ !一度ご来店ください。
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訓練場所▼有限会社プロポーザル脇
町校（美馬市脇町脇町 504）
受講料▼無料（ただし、テキスト代
約 9,104 円は自己負担）

【IT 技能科 3】
定員▼ 15 名
募集訓練▼ 10 月 28 日〜 11 月 27 日
訓練期間▼ 12 月 17 日〜平成 28 年
3 月 16 日
訓練場所▼有限会社徳島ネットコム脇
町本校（美馬市脇町大字北庄 7-1）
受講料▼無料（ただし、テキスト代
約 6,596 円は自己負担）
お問い合わせ先▼西部テクノスクー
ル（☎ 0883-62-3067）

僕たちにできることは必ずある
JICA ボランティア募集

　あなたの技術・経験を開発途上国
で生かしてみませんか？現地の人々
と協働しながら、人づくり、国づく
りに協力します。
募集期間▼ 11 月 2 日まで
応募資格▼満 20 歳から満 39 歳ま
で（青年海外協力隊 / 日系社会青年
ボランティア）、満 40 歳から満 69
歳まで（シニア海外ボランティア）
※日本国籍を持つ方

【募集説明会】
日時▼ 10 月 18 日（日）
場所▼ TOPIA（徳島県国際交流協会）
その他▼インド映画「聖者の食卓」
無料上映会同時開催、参加無料、申
し込み不要、入退室自由
※詳しくはホームページを参照

（http:www.jica.go.jp/volunteer/
seminer/shikoku/）
お問い合わせ先▼ JICA 四国（☎
087-821-8824）

対象者▼ひとり親家庭の親子 20 組
※子ども 3 歳以上中学生以下で、
応募者多数の場合は抽選
参加費▼大人 500 円、子ども 300
円（弁当代込み）
※送迎バス無料（乗車場所は参加者
決定後に連絡）
応募締切▼ 11 月 12 日まで
お問い合わせ先▼公益財団法人徳
島県母子寡婦福祉連合会（☎ 088-
654-7418）

県立西部テクノスクール
職業訓練生募集

【介護初任者研修】
　介護職員初任者研修やガイドヘル
パー全身性課程など介護に必要な 4
つのスキルを身につけ、資格取得を
目指す訓練です。
定員▼ 15 名（うち 1 名は母子家庭
の母など）
募集期間▼ 10 月 23 日まで
訓練期間▼ 11 月 19 日〜平成 28
年 2 月 18 日（土・日・祝日、年末
年始 12 月 29 日〜平成 28 年 1 月 3
日は休み）
訓練場所▼合同会社輝志会（阿波市
吉野町柿原 1-85）
受講料▼無料（ただし、テキスト代
約 19,084 円は自己負担）

【事務科】
　事務職に必要な簿記を習得し、経
理・会計に関する業務を身に付け、
事務分野への就職を目指すための訓
練です。
定員▼ 15 名
募集期間▼ 10 月 13 日〜 11 月 12 日
訓練期間▼ 12 月 3 日〜平成 28 年
3 月 2 日

※一部の産業には特定最低賃金が定
められています。
お問い合わせ先▼徳島労働局労働
基準部賃金室（☎ 088-652-9165）、
または最寄りの労働基準監督署

インフルエンザ
予防接種を実施します

　平成 27 年度インフルエンザの予防
接種を次のとおり実施いたします。
　65 歳以上の方で三好市に住民票
がある方には、予診票と案内文書など
を 10 月末頃に発送しますので、接種
を希望する方は、次のことに留意して
接種を受けてください。
　なお、60 歳以上 65 歳未満の方で、
次の対象者に該当し、接種を希望す
る方は三好市保健センターに必ず申し
込みの上、接種を受けてください。

【対象者】
① 65 歳以上の方（接種期間内に
65 歳に達する方も誕生日以降は接
種を受けられます）
② 60 歳から 64 歳で、心臓・腎臓・
呼吸器・免疫機能に重度の障害（身
体障害者手帳 1 級相当）がある方

【接種期間】
11 月 2 日（月）〜 12 月 19 日（土）
この期間を過ぎますと、全額自己負
担になります。

【接種回数】1 回
【接種場所】三好市および東みよし
町内の指定医療機関（県立三好病院
で接種は受けられません）

【接種時に持参するもの】
・予診票
・健康保険証
・健康手帳（お持ちの方）
・接種料金　1,500 円

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

（生活保護世帯は無料です）
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市役所健康づくり課（三好市保健セ
ンター内、☎ 72-6767）

退職金は国の制度で
　中退共制度は、中小企業で働く従業
員のための外部積立型の国の退職金制
度です。掛金助成や税法上の優遇など、
有利な特典がいっぱいです。安全・確
実な中退共制度をぜひご利用ください。
お問い合わせ先▼中小企業退職金共
済事業本部（☎ 03-6907-1234）

最低賃金引上げ支援
業務改善助成金

　事業場内の時間給 800 円未満の
労働者の賃金を 40 円以上引き上げ
る中小企業事業主の方々に対して、
労働能率の増進に資する設備・器具
の導入などの業務改善に係る経費の
2 分の 1、上限額最大 150 万円（企
業規模 30 人以下の小規模事業者は
4 分の 3）を助成します。
お問い合わせ先▼徳島労働局労働基
準部賃金室（☎ 088-652-9165）ま
たは、徳島県最低賃金総合相談支援
センター（☎ 0120-967-951）

楽しく運動・レクリエーション
& 親子カローリング大会

日時▼ 11 月 29 日　10 時〜 15 時
内容▼親子で楽しいレジ袋あそび、
カローリング、ビンゴゲームなど
場所▼穴吹スポーツセンター

体育の日のごみ収集について
収集の無い日▼ 10 月 12 日（月）
対象地域▼三好市全地域
注意▼ 10 月 12 日（体育の日）は
清掃センター定期点検のため、ごみ
収集はありません。次回の収集日に
お出しください。
お問い合わせ先▼三好市役所環境課

（☎ 72-3436）

浄化槽の水質検査は年 1 回
　浄化槽を設置されている方は、1
年に 1 回、浄化槽の水質に関する
検査（法定検査）を受けなければな
らないと浄化槽法に規定されてお
り、業者が行う保守点検・清掃とは
別に受けなければいけません。
　次の期間、徳島県知事指定検査機
関である、公益社団法人徳島県環境
技術センターから対象施設には申込
書を送付し、連絡・訪問しますので、
ご協力をお願いします。
期間▼ 11 月 2 日（月）〜 11 月 6
日（金）まで
対象地区▼三好市全域
お問い合わせ先▼公益社団法人徳島
県環境技術センター（☎ 088-636-
1234）

守っていますか 最低賃金
　徳島県最低賃金が、平成 27 年
10 月 4 日から時間額 695 円に改正
されました。正社員やパート、アル
バイトなどを含め、すべての労働者
に適用されます。

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　火・水曜は22時まで小児科医、以後当直医対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

11月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

24時間☎健康相談サービス
医師などが24時間・年中無休で健康・医療等のご相談
に応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

上田医院 三好 ☎79-2004

三木病院 三野 ☎77-3900

山城診療所 山城 ☎86-3230

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

村山内科 池田 ☎72-2110

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

三野田中病院 三野 ☎77-2300

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

岸野医院 三野 ☎77-2001

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

北條病院 池田 ☎72-0007

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

募 集

納め忘れはありませんか
　11 月 2 日（月）は、市県民税 3 期
と国民健康保険税 4 期の納期限です。
皆さんの暮らしを支える大切な税金で
す。納期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市役所税務課

（☎ 72-7615）

暮 ら し

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内
全域に配布されています。ぜひ、会社
やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書人事課（☎ 72-764
6）までお問い合わせになるか、三好市
ホームページをご覧ください。

広告を掲載しませんか？
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第 22 回
黒沢湿原まつり

日時▼ 10 月 18 日（日）　10 時〜
15 時　※雨天決行
場所▼黒沢湿原一帯（池田町漆川）
内容▼ビンゴゲーム、カラオケ大会、
宝さがし、田植え踊り、もち投げ、
各種バザー
お問い合わせ先▼むらおこし in 黒
沢（☎ 74-5748）

徳島県立池田支援学校
第 6 回文化祭

日時▼ 10 月 24 日（土）　9 時 30
分〜 14 時 45 分

場所▼徳島県立池田支援学校
内容▼

【午前】児童生徒の歌やダンスなど
の発表会

【午後】児童生徒作品の展示・販売、
バザーなど
お問い合わせ先▼徳島県立池田支援
学校（☎ 72-5281）

献血にご協力ください
【西部総合県民局三好庁舎駐車場】
実施日▼ 10 月 19 日（月）
時間▼ 10 時〜 11 時 30 分

【フレスポ阿波池田駐車場】
実施日▼ 10 月 27 日（火）
時間▼ 10 時〜 16 時
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亡
〉　
敬
称
略

　
　
お
よ
ろ
こ
び
　
　
　
　
　
　〈
婚
姻
〉　
敬
称
略

8
月
26
日
〜
9
月
25
日
受
付
分

【
三
野
】

　
郡
　
　
正
浩
　
86
才
　
太
刀
野

　
田
中
　
義
一
　
84
才
　
太
刀
野
山

【
池
田
】

　
野
原
　
皆
子
　
89
才
　
イ
タ
ノ

　
華
岡
　
孝
彰
　
52
才
　
ウ
ヱ
ノ

　
長
谷
ミ
ク
ニ
　
95
才
　
サ
ラ
ダ

　
永
瀬
ア
イ
子
　
87
才
　
シ
マ

　
小
川
シ
ゲ
子
　
86
才
　
シ
ン
マ
チ

　
柏
岡
　
春
市
　
87
才
　
シ
ン
ヤ
マ

　
田
中
　
覺
　
　
86
才
　
マ
チ

　
真
鍋
リ
ツ
子
　
87
才
　
マ
チ

　
大
泉
　
吉
雄
　
89
才
　
馬
路

　
黒
下
ナ
ミ
子
　
84
才
　
馬
路

　
中
川
久
太
郎
　
88
才
　
馬
路

　
西
浦
ア
サ
エ
　
102
才
　
中
西

　
西
野
　
晴
彦
　
78
才
　
中
西

　
谷
口
マ
ス
ヱ
　
96
才
　
西
山

　
宮
本
　
晴
代
　
91
才
　
西
山

　
上
野
　
操
　
　
72
才
　
白
地

　
黒
阪
　
晃
也
　
71
才
　
白
地

　
古
澤
　
裕
　
　
82
才
　
白
地

【
山
城
】

　
髙
篠
　
虎
雄
　
89
才
　
岩
戸

　
山
口
　
文
則
　
87
才
　
大
野

　
宮
本
ハ
マ
ノ
　
85
才
　
上
名

　
本
田
ヨ
シ
子
　
84
才
　
光
兼

　
川
上
キ
ミ
子
　
84
才
　
頼
広

【
井
川
】

　
惣
田
　
國
信
　
87
才
　
タ
ク
ミ
田

　
細
川
　
勇
　
　
83
才
　
井
内
東

　
臼
井
カ
ツ
ヱ
　
100
才
　
西
井
川

　
川
西
　
作
一
　
74
才
　
西
井
川

　
森
安
千
代
子
　
87
才
　
西
井
川

【
東
祖
谷
】

　
田
中
　
千
晴
　
84
才
　
下
瀬

　
尾
本
　
明
男
　
92
才
　
若
林

　
　
曲
　
大
輝
　
　
　
山
城

　
　
岡
　
幸
恵
　
　
　
つ
る
ぎ
町

催 し

informationi情報ひろば 市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

（休憩 12 時 30 分〜 13 時 30 分）
お問い合わせ先▼三好市役所健康づ
くり課（☎ 72-6767）

ラフティング世界選手権に
関する業務について

　10 月 1 日より、行政組織の変更
に伴い、次の業務について、三好市
役所観光課内にラフティング世界選
手権推進室を設置し、担当すること
になりました。
・2017 年ラフティング世界選手権
に関する業務
お問い合わせ先▼ラフティング世界
選手権推進室（三好市役所観光課内、
☎ 72-7620）

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

  看護師・薬剤師・言語聴覚士・臨床工学技士
　　　　　　　募集しております
　　　　詳しくはお問い合わせ下さい　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
　　乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
　　禁煙外来・各種検査
　　　　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

 三好市の人口

　男  性   13,280 人
（ -19 人） 

　女  性   15,099 人　
（ - 26 人）

　総  数   28,379 人
（ - 45 人）

　世帯数  13,260 戸
　　（ - 3 戸） 

平成 27 年 10 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

毎月第 4 水曜日は
三好市チャレンジデー
運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

（116）

お問い合わせ先▼徳島県行政書士会
（☎ 088-679-4440）

法の日週間行事 無料法律相談
日時▼ 10 月 15 日（木）　9 時 30
分〜 15 時 30 分（受付は 15 時まで）
場所▼徳島地方裁判所（徳島市徳島
町 1-5）
定員▼ 50 人（定員に達し次第、閉
切らせていただきます）
※相談は 1 人 20 分以内です。駐車
場はございませんので、公共交通機
関などでお越しください。下記の連
絡先に電話にてお申し込みくださ
い。（平日 9 時〜 17 時）
お申し込み・お問い合わせ先▼徳島
地方裁判所総務課庶務係（☎ 088-
603-0111）

　
　
中
岡
　
勇
太
朗
　
山
城

　
　
石
井
　
真
紀
　
　
井
川

行政書士制度広報月間
　各都道府県行政書士会および日本
行政書士会連合会では、毎年 10 月
1 日から 31 日を「行政書士制度広
報月間」と定め、行政書士制度の普
及浸透を目的として全国一斉に広
報、監察活動を行います。

【無料相談所の開設】
①行政書士電話相談
官公署に提出する書類、権利義務、
事実証明に関する書類作成について
無料で電話相談を行います。
日時▼10月15日（木）　10 時〜16 時
②定期無料相談
日時▼ 10 月 13 日（火）、20 日（火）、
27 日（火）　10 時〜 12 時
場所▼徳島市市民環境部さわやか窓
口相談室（徳島市幸町 2 丁目 5 番地）

・1セット（1,000 円券 12 枚を 10,000 円で販売）
・使用期限　平成 28 年 1月 31 日まで
・共通券 8枚・専用券 4枚（専用券は大型店で使えません）
・既に購入されている方は、購入できません。
【お問い合わせ先】
Our みよしプレミアム商品券発行事業実行委員会
・阿波池田商工会議所（☎72-0143）

・三好市商工会（☎86-1059）

商品券の予約販売を8月下旬に実施し、一般販売をしない予定
でしたが、キャンセルが生じましたので、一般販売を実施します。

日時▼10 月 19 日（月）・20 日（予備日）

9時整理券配布～ 17 時まで販売（売り切れ次第終了）　　

場所▼三好市池田総合体育館

追加販売します！！
販売セット　217セット
お一人様5セットまで（本人に限る）

そ の 他

保健・福祉
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□ 編集後記

わくわくフェスタやうだつマルシェでに
ぎわった 9 月 21 日。午後からの小中
高生が作った絵本完成発表会の取材
を前に、シカ・イノシシなどのジビエ
料理を味わおうと会場に立ち寄りまし
たが、昼前には多くのメニューが完売。
予想以上のにぎわいとジビエ人気に驚
きました。「捕獲」「加工」「調理」「情
報発信」、それぞれの立場で活躍され
る方々の連携により、今後、三好市と
いえばジビエ料理。新たな食のブラン
ド確立に向け、期待が高まります。（近）

ひょうたんの花言葉は、「夢」「平和」
「幸福」など。昔からひょうたんは家
庭円満、商売繁盛などおめでたいとさ
れ、家やお店などに飾られてきました。
今月掲載した山本さんが作るひょうた
んランプは、私がいままで見てきたひ
ょうたんからは想像できないような美し
い作品で驚きました。無数の穴からこ
ぼれるＬＥＤライトの光は、優しさが溢
れていました。作り手の優しい気持ち
が作品に映し出され、見ていてとても
幸せな気持ちにさせてくれました。（川）

115
歩
目

 祖谷の地
じ

美
び

栄
え

ー 三好市東祖谷新居屋 ー

　「祖谷の地美栄」は、捕獲したシカやイノシシ
の肉を加工、販売する鳥獣処理加工施設です。
増えすぎたシカやイノシシを地域の有効資源として
活用しようと旧栃之瀬保育所を一部改修し、平成
26 年 3月に完成、同8月28日に開所しました。
木造平屋建て、延床面積 208.45 平方㍍、総事
業費は1,078万円。洗浄室、解体室、処理室な
どを設け、スライサーや真空包装機など解体から
包装・保管までの機材が整備されており、年間シ
カ120頭、イノシシ20頭の処理を目標としています。
　徳島県では、「阿波地美栄」と称し、シカ肉な
どを使用した地域色豊かな飲食店を「うまいよ！
ジビエ料理店」として認定しています。
　三好市内では、大歩危祖谷の観光施設などが
ジビエ料理店に認定されており、「祖谷の地美栄」
から提供されるシカ肉などを活用し、さまざまな
特色あるメニューが提供されています。
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